
武2年(1335)に足利尊氏が斯波高経の長子家長を奥州管

領として下向させ、北朝方の勢力拡大を図ったことに始ま

るといわれる。奥州斯波氏は足利泰氏の長男尾張守家氏が

斯波郡へ下向し、高水寺城に在威して斯波氏を称するが、

田代高経までは家臣に支配させた可能性が強く、独立した

城郭を築いたのは家長以降と推定されている。

家長以後の斯波氏は足利氏の支流として、河村氏の北上

河東を併合し紫波66郷を支配し、さらに大水元年(1521)

および天文6年(1537)には南部氏と交戦し、岩手郡を攻

略している。隆盛を極めた斯波氏は「斯波御所」と称され

詮高の代には次男を雫石に、三男を猪去に配して「三御所」

柳田館 紫波郡紫波町片寄字中平

奥羽山系の支脈東綾部にあたり、小谷によ

って形成されるほぼ独立した丘陵上に占地し

滝名川流域から北上河岸まで一望される。墨

壕に囲績される南・北部とその東邦によって

構成され、東西400m、南北300mに及ぶ。

頂部の標高は217.9m、東側低地との比高は

58mである。山麓には安倍道の古道が南北に

といおれる。しかし、三戸南部の南進攻策は対立抗争を激

化させ、南部氏の支族九戸政美の弟弥五郎が入婿によって

田丸の吉兵衛館が築かれるなど一時小康状態を・苦ったが、

天正14年(1586)の吉兵衛の出奔以後斯波氏の威勢は衰え、

同16年(1588)岩清水右京の謀叛を契機に南部言直の攻略

をうけて滅亡した。

南部信直は高水寺城を郡山城と改め、中野康薫を城代に

任じ、郡山は郡治の中心となった。盛岡城築城こ際しては

南部利直の10数年間の居城ともなったが、寛文丁年(1667)

に至って廃城と在り、古材は盛岡城本丸に使用されたと伝

えられる。
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通じ、付近には永正4年(1507)開基の浄土宗隠里寺、永

禄年中(1558へ1570)創建とされる浄土真宗願円寺がある。

南西に位置する最高位の南部は、東西75m南北40m、約

3,000正のもっとも広い削平地と東側に段状を毒して続く

腰部状の平坦地からなり、各1へ3mの比高がある。最上

段の東縁には土留状の右列が続き、北東隅には道路が開か

れる。また、北東寄りの一画には八幡宮の詞があり、南西

辺には土塁状の微地形が残存する。

北部は南部と鞍部を挟んで馬の背状をなす郭である。鞍

部は東西120m、南北40mを計り、東方ほど広い平坦地が

区画され、中央部には井戸跡がある。これより北側には南

斜面を切る小削平地があり、北東端に張り出す削平地に続

く。

南・北部を巡る墨壕は、南・北辺に二重に築かれ、西辺

では南辺から続く外堀が熊戸沢に、東辺では東部に境する

中堀が北辺に連在る。南辺の内堀は堀幅5.7m、深さ2.5

m、土塁の基底幅3.9m、高さ1.1mであるが、外堀はこ

れより小規模と在り、内堀に先行する構築が推測される。

また、北部北東端の中堀では堀幅8.9m、北部削平地から

の比高は15mに及ぶ。

東邦は東西90m、南北180m、 3郭中最大規模を擬し、

北東部を欠く不整な扇状を呈する。東斜面に沿った段状の

削平地は、大別して空堀に画される南辺、中央部、鞍部以

北に分けられるが、東西12m、南北30mほどの削平地を最

大にIm前後の比高を有して2へ6段が続く。

墨壕は西辺の中堀と土塁のほか、三方を巡る。両辺削平

地を限る東西堀や釣形に屈曲する埋没著しい空堀があり、

前者は堀幅7へ8m、深さ3mほどの薬研堀である。

発掘調査は、東北縦貫自動車道建設に伴って昭和50 ・ 51

年に東邦の大部分と北部等の一部を対象に実施された。調

査の結果、重複する防禦施設や建物遺構などの生活遺構と

多数の遺物が発見され、東邦は中世末期における家臣の屋

敷跡と推定される。

防禦施設では14条の空堀と土塁、柵列、城戸等がある。

空堀は申堀をはじめ、東邦を蛇行する堀など14条があり、

部面からの堀幅・深さとも最大15m、法面が37へ50度の急

勾配を毒す薬研城である。空堀に沿って築かれる土塁は、

上幅の最大l.2mであるが、さらに本桐列が付設される。

また、韻手口にあたる東邦の南西端には、土塁と柵列に続

く城戸が付設され、敷石や踏段を伴う数期の冠木門跡があ

る。

削平地は助士と盛土によって造成される。東西6へ9m

南北9へ24mの規模をもち、東邦では6へ7段に渡る階段

状をなして続く。東邦中央部には野面積みの石垣を築く削

平地や土留め石を旧表土上に埋設する部分がある。削平地

には四辺には排水溝とみられる溝を伴い、建物遺構や商状

焼土遺構等があり、改修や建てかえのある例が多い。

掘立柱建物は80棟以上が推定され、主要を建物と付属建

物に分けられる。主要建物は梁行6-7.6m2へ3間、桁

行11.2へ12m5へ6間の南北棟であり、南・西2面に廟を

もつ。小規模を付属建物は梁行3.8へ4.7ml間、桁行8

へ8.5m4間の建物と3.6へ5mの方形状の建物が含まれ

る。また、 1.8-4.8mの竪穴をもつ建物19棟があり、そ

れぞれ主要建物に付属する切妻の建物と推定される。

焼土遺構のうち、竃状をなす遺構は16基があり、焚口か

ら燃焼部にかすて長橋円状を毒し、燃焼部上面を径0.3m

ほどの焼土が環状に被っている。煙道は割貫かれ、最長0.9

mを経て煙出しに達する。日常使用された竃跡と推定され

る。

これらの遺構や削平地からは、陶磁器、金属製品、古銭

石製品、木製品、穀類など2,000余点の出土がある。その多

くは陶磁器であり、青磁、白磁、染付の舶載磁器と瀬戸・

美濃産の灰納、鉄柵陶器の椀、皿類が殆どを占める。

用途別では、刀、小柄、鉄鎖、鉾、火縄銃の弾丸などの

武器、釘、鈴をどの建築用具、鋼・釜の厨房具、調理用摺

鉢、貯蔵用聾、椀、皿、盃等の供膳具・茶器、聞香用香炉

文房具の水滴、銅鏡、管、毛按をどの装飾品、柑掴、羽口

をどの鋳鉄用具のほか、砥石、手洗鉢、茶目をど石製品等

がある。これらには日常生活に必要を用具の殆どを占めて

いるとみられ、火熱変質する遺物が散見されるが、 16世紀

を中心とする遺物が大部分である。

柳田館は、城主名から「吉衛兵館」、 「中野館」のほか片

寄城、今崎城等の別称がある。旧片寄村は、古くは樋爪氏

の支配下にあったと推定されるが、片寄の記録は斯波氏時

代末期に至ってからである。その間には中平の古町山薬師

堂の本尊とされる貞治5年(1366)藤原朝光名の塑像があ

り、現在隠里寺に安置されている。戦記物「志和軍戦記」

には元亀3年(1572)の飯岡館戦争に際して片寄文作、片

寄吉三郎の活躍が記されるが、他の旧誼には名を留めてい

か)。次いで「南部根元記」によると、斯波氏没落の契機

となる天正16年(1588)の岩清水右京の反乱に際し、岩清

水館に敗れた右京の兄岩清水議長が「片寄に知りたる者」

を頼って落ちているが、斯波氏家臣中には片寄氏や居館に

ついての記録はない。

天正19年(1951)志和郡は南部信直の支配と在るが片寄

村を含む三千石は斯波氏攻略の功によって中野康実が所領

し、片寄村今崎城にあって郡司を掌中していることが知ら

れる。翌年の「南部大勝大夫分国之内諾城破却共書上」に
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は異本があるが、「片寄、山城、破、中野修理持分」と記さ

れ同状に信直の重臣8名中に中野修理直康の連署がみられ

る。文禄3年(1594) 4月には、「下屋敷片寄村へ諸用之事

在て二、三校破戒御座候所(中略)九戸より来る隠岐と中

卒入着乱ノいこて康実殿を相殺し事。行年42歳にて逝去。同

九日御死骸郡山中野館御屋敷へ移し奉」るとあり、慶長17

年(1612)に南部氏重臣の三家に列した正康は郡山城に転

住している。以後片寄城の名は認められず、寛文4年(16蝕)

八戸落下にあっては廃城であったことが知られる。
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比爪館 紫波郡紫波町南日詰手箱清水

北上川右岸に広がる扇状地性段丘の東端部

にあたり、河岸低地との比高は2-4m、標

高は90.8mである。赤石小学校を北西にして

五郎沼北端まで不整な方形状を呈し、外周に

は堀跡が水田として残存するをど低位な部分

があり、その規模は東西・南北300mほどで

ある。五郎沼の北には鎌倉時代の創建とされ

る大荘厳寺跡があり、薬師神社付近には結滞

水石塔婆群がある。元享3年(1323)の板碑

は不動明王像を刻む県内最古の絵像碑である。

また、付近には「あずま街道」や「鎌倉街道」

と伝えられる道筋がある。

弘化3年(1846)の絵図によれば、南側は

五郎沼に限られ、他の三方は幅8へ12mの水

田が郭を周り、堀跡の状況が知られる。郡内

には薬師神社と参道、民家が散見される。

同辺には大銀、大日堂、城内、小路口等の

古代から中世にかけての遺跡があり、発掘調

査等によって比爪館と同時期の遺物が広範に

分布することが明らかであるが、比爪館の発

掘調査は昭和40年から実施された。第6次ま

での調査報告によれば竪穴住居跡4棟、竪穴

状遺構3棟、掘立柱建物跡3棟、井戸跡l基

柵跡等を含む溝状遺構11条等が発見され、主 =

として平安時代末期から中世にかすての遺物

が出土している。

薬師神社の北西からは掘立柱建物跡2標が

検出され、東建物は東西42尺5間、南北32尺

4間の規模をもち、西建物と建造時期を異に

している。また、神社北側の掘立柱建物は東

西36尺4間、南北17尺2間であり、土師器・

須恵器等の出土がある。中央部や北東部の調

査区には竪穴住居や竪穴状遺構が分散し、土

師・須恵器のほか11世紀の灰袖陶器、付近の土

疎等からは12世紀の白磁碗・水注等が出土し

ている。

中央部に検出された井戸跡は、開口部径3.55

mx3.35mの円形をなし、下半では2.OmX

l.7mの隅丸方形と在る。底部には手斧痕を残

す丸太と板材を組んだ方形の井筒が残存。検

出面からの深さは2.35mである。埋土からは

上層に15へ16世紀の青磁陵花皿、下層から13

へ14世紀の青磁筒形香炉、仮名混じり木簡等

甲
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が出土している。木簡は両面に墨痕が認めら

れ、一面には「上回、固っよく□団コ」が判

明する。共伴遺物から平安時代末期の使用が

推定される。

「吾妻鏡」に記述される平泉藤原氏の一族比

爪氏の居館は紫波郡内に所在しており、擬定

地は城山説、城内説、南日詰説があったが、

発掘調査の進行とともに比爪館は後者である

可能性が強まったといえる。

樋爪氏は清衡の子清綱が分家し、紫波郡一

帯から産出する砂金を支配するため比爪の地

に住したことに始まるといわれる。郡内には

一族が分封していたと推定されるが、源頼朝

の奥州攻略に際しては、居館を焼いて逃亡し

ている。その後樋爪氏一族は厨川に出て技降

し、俊衡だけが本領安堵されて樋爪の地に命

脈を保ち、泰衡の子秀安を扶養したと伝えら

れる。

座主館 紫波郡矢巾町大字北伝法寺3

座主館は、奥羽山脈東根山系の一角、北谷

地山東端の丘陵上に立地する。東向きの館で

麓の集落は館前と呼ばれている。主部は標高

約190mの最高部にあり、南北34m、東西32

mの範囲にほぼ方形に構築されている。主部

内の北部はやや高くをっており、物見台とし

ての機能をもつものと考えられる。主部の前

方東側には南北43m、東西16mの規模をもつ

二の郭が設けられ、やや広い腰部がとりつく。

また、麓に向かって、十段にのぼる狭い腰部

が付設される。主部の北・西・南側には二重

の空堀がめぐらされ、西側屋根上にはさらに

空堀を重ねて基部を断っている。なお、本館

の南に隣接し平安時代初期の創建と伝えられ

る寺院跡があり、屋彦山伝法寺と称して昔天

台座主を置いていたといおれている。釈迦堂

跡とみられる礎石立建物をどの建物跡群や石

碑・塚をどが遺存する。座主館の構築時期、

館主については不明であるが、寺との関連か

ら、平安時代まで遡り、安倍氏との関連で抱

える見方もなされている。

弘化3年郷村御吟味御竿打図
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岩清水館 紫波郡矢巾町大字岩清水字城内

岩清水館は、東北本線古館駅の西方約4.5
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の規模で構築されている。主部の前方南側に

は階段上に平場がとりつき、上方より、南北21

m.東西26m、同じく16m.25m, 4.5m.

24mの規模をもっている。その最先端には、

二個の巨石があり、一個に東西方向一直線に

櫓の柱のほぞ穴とみられる溝が刻まれている。

西側は急峻を崖と在っているが、東側の斜面

は麓近くまで腰部が築かれ、上部の幅9.7へ

12mに及ぶ2段の大規模別宴郭と五段の小規

模割安郭とに分けられる。主部の北方背後は

二重の空堀で区画して砦状の平場をつくりだ

し、さらに北側に一条の空堀を付設している。

中腹には熊野神社跡があるが、今は麓に移さ

れている。また、西側から南側に水分用が流

ーヘノ÷二子

れ、農業用水のほかはりの機能ももっていた

と考えられる。岩清水館の館主は斯波氏の家

臣岩清水氏で、『祐清私記』の岩清水禅門が初

見とされている。

煙山館 紫波郡矢巾町大字煙山 室二、

煙山館は、岩崎川の左岸約300 mの城内山

の東端丘陵上に構築されている。主部は標高

260mの地点に南北16m、東西31mの楕円形に

つくられており、郡内には大石による石組遺

構や「唐戸石」と呼ばれる巨石が現存してい

る。前者は、古代の石神信仰に関れる遺構(磐

座)あるいは狼煙台と考えられ、後者は朝鮮

半島にみられる支石基に類似した形態をもっ

ている。主部の前方東側には十段近くの小規

模別宴郭がとりつき、なかこは空堀をめぐら

した櫓台状の平場もみられる。主部の北・南

側にも腰部状の台地が3段づつ設けられてお

り、南側は北側に比して急斜面となっている。

西側の基部は空堀で切断されており、この空

堀から東側まで南面を斜めに走る犬走りが認

められる。をお、館の麓前面には観音堂があ

り、古い民俗行事を残している。煙山館の館

主は、斯波氏の一族である焼山氏といわれ、

『煙山村郷土誌』によれば、天正年間煙山主

殿(藤原造園)が城を城内に築いて居住した

と伝えられている。
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徳丹誠 紫波邦夫両町西徳田ほか

大和朝廷にとって長年の懸念であった陸奥国胆溝の地を

鎮定し胆沢城を築いたのは延麿21年(802)で翌延麿22年

には雫石川南岸志波の地に志波城の築城に着手している。

志波城は大和朝廷の最前線基地として10年近く機能したも

のの、雫石川の度重なる水害により移転を余儀なくされ、

弘に2年(811)の冬、嵯峨天皇の裁可を受両親手械が造営

されることとなった。

こうして築城されたのが徳丹城で、北上川西岸の低位段

丘上に立地している。徳丹城築城に封正夷将軍文庫綿麻昌

があたっている。綿麻呂は、弘仁元年に東北地方開拓の責

任者となり、弘仁2年には爾薩体・幣伊に軍を進め、征夷

将軍に任命されていた。その築城時期は詳らかでないが弘

仁3年に着手し、同4年に完成建覆されたものと解釈され

ている。

徳井城の規模は、鎮守府胆沢城・志波城に比べてかなり

小さく、胆沢城の外郭線1辺670m、志波城の外郭線が1

辺840mを測るのに対し、徳丹城のそれはl辺350m (約方

三町)を測るにすぎない。外郭線は一部に隅切の形状をも

つが、ほぼ正方形を呈する。外郭は、太さ30-40emの丸太

材(用材は栗が主)によって囲まれており、丁0mおきに櫓

が設けられている。丸太材列の内外には溝がめぐらされ、

外港は内港に比べて規模が大きくなっている。なお、内港

は櫓の付設場所で城内に「コ」の字状に屈曲し、外港は城

門の位置で外側に大きく屈曲する。

外郭各辺にはそれぞれ城門(東門は未調査)が設けられ

南北の門は中央に東西の手引ま北に寄っている。正面にあた

る南門は徳田神社境内にあり、径45em以上の丸太を用いた

八脚「青嶋で、正面30尺、側面16尺となっている。南門跡では

緑柵の瓦も発見されており、瓦葺きであった可了廟堂が強い。

なお、他の調査地区では瓦は検出されていない。

城の中心部内戚は中央やや北寄りにあり、 1辺約80mの

規模をもっている。内郭線は掘立柱列で画され、南・西辺

(束辺は未調査)中央には門がつくられている。基本的に

は開脚門で、高手う裏」跡では雨落溝も発見されている。

内臓正殿は内臓地区のほぼ中央に位置しており、東西5

間14.57m、南北2間5.91mの規模をもつ南向き東西棟で、

4面に廟がまわされている。正殿の前面両側口ま、それぞ

れ南北5間、東西2間総柱の脇殿が配置され劉‡か、内職

側の南面両側に日印こ付随する建物が検出されている。

そのほか、官衝撃と想定される建物や竪穴住唱なども発

見されているが、それらを総合的に検討するためには、今

後の調査結果に負う部分も多く残されており、なお一層の

研究の進展が期待される。
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飯岡館 紫波郡部南村上飯岡字赤坂

飯岡山の北東山麓部に立地。背後の尾根を

空堀で断ち主部を築く。その正面は北東を向

き3-4段の腰部が取巻く。その下に空堀が

三方向から入る。なかでも南の空堀は沢地形

を利用し幅約15mを測る。この最奥部には土

塁が築かれ、東へと下る。東空堀にも両端に

土塁が沿う。この空堀と北空堀に囲まれ、二

の郭の平場があり先端に空堀・土塁が付く。

鹿妻幹線水道隠道を隔てた平場も郭とをる。

南は秋葉神社境内が郭で、腰部がまねり北面

に空堀、神殿背後にも尾根沿いの土塁があり

前述の南空堀へと続いている。

「志和軍戦記」の記述に「前は平地に大堀

を樺へ」とあることから、鹿妻水路に沿って

堀があったと思おれ、そうすると秋葉観音境

内も南の出郭になろう。なお、本館北西部山

中地区の独立丘陵、及び鹿妻水路を南下した

墓地の東側丘陵も城館跡と考えられ、特に後

者には空堀状の沢地形も見ることができる。

城主は、斯波氏の重臣飯岡平九郎と伝え、

周辺地域の中核的城館と在っている。

乙部館 紫波郡部南村大字乙部字館

北上川東岸、南を乙部川北を沢川目の沢で

侵食された東西に長い段丘上(標高約120m)

に位置し、西端は国道396号線に達する。

館南面は乙部川に面し、主部部分では15へ

18mの断崖と在る。主部東西を空堀で切る。

特に東側は大きく、幅約15m深さ10mに達す

る。この空堀は北面へ通じ北半は現在道路と

在る。主部北部には腰部の段が付く。空堀東

側に一段高い平場があり郭となる。この郭の

東にも空堀が南北に入る。さらに東は約150

mリンゴ畑が続き東端は約2mの段差が付き

その下に空堀が入る。北側の遺構は明確では

をい。主部西側に空堀を隔て二の郭。その西

は如法寺境内・墓地で、西端は沢が回り、約

3mの段差がある。主郭・二の郭間の空堀西

に土塁があり南に延び、その先に腰郭が付く。

この部分が大手口と在ろう。

城主は斯波氏の臣乙部兵庫。後に南部氏に

ょり福士氏が居住したが、天正20 (1592)年

廃城とをったという(紫波郡誌)。

∴言上:臆∴
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大董生館 紫波郡部南村大字大ケ生手械内

岩前山西麓が乙部I旧こ張り出す丘陵の先端

に位置する。北西部の龍源寺山門横から沢を

利用した堀が入り、尾根を切断して東南部へ

達する。堀の北側は段が付き、一部は幅約5

mの帯郭とをる。館は空堀で三区画され、中

央が主部と思われる。館南面には2-3段の

帯郭が付く。その下に空堀状の沢が入り込む。

この沢を隔てた南側丘陵頂部にも平場があり

出郭にをると思われる。

城主大萱生氏は、河村氏の一党で後に斯波

氏の臣とをる。 「参考諸家系図(巻27)」には

「代々大萱生井傍村ヲ領、大萱生北館二住ス」

とあり、また天正年中玄蕃秀重の頃には「大

ケ生村商館北館トテ並有、異聞ハ堀切也、北館

ヲ本丸トス」とある。前述の南側丘陵が商館

に相当すると考えられる。

をお、主部西側には、大萱生家の墓碑と一

基の臼砲が建立されている。
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(三)花巻市・稗貫地区概観

花巻地方は北上川の中流域にあたり、奥羽山系から葛丸

川・瀬川・豊沢川が、また、北上山系からは稗貫川・猿ケ

石川などの諸河川が、扇状地を発達させながら北上川に注

ぎ、広大を北上平野の一翼を担っている。

古代においては、胆沢城と志波城の中間にあたる場所の

ため、交通の要衝として駅家、城柵の存在が推定されてい

る。磐基駅は、豊沢川の北岸で、 7へ8世紀の群集境があ

る熊堂古墳群一帯や、花巻城のある鳥谷ケ崎一帯が比定さ

れているが根拠に乏しい。また、方八丁という地名が、花

巻市の宮野目方八丁と、石鳥谷町の江曽方八丁にあり、坂

上田村麻呂や源頼時の柵と考えられて調査されたが、結論

は未だ出ていをいし、花巻地方の各城館の中にも、安倍の

館、頼時の館、義家の館と伝えるものが多いが、やはり確

証の無いものが多い。交通路としては、田村麻呂の創建と

いう太田清水観音から円万寺観音を通り、石鳥谷町長谷堂

観音へ抜ける古道が考えられており、通称「安倍道」とい

っている。安倍氏が衣川柵と厨川柵の間を往来したものと

いう。稗貫という地名は「日本後紀」の弘仁2年(811)条

に「陸奥国に於て、和我・詩経・斯波三郡を置く」とある

のが初見である。

鎌倉時代には、源頼朝の奥州平定後に鎌倉武士の所領と

をり、花巻地方には、石鳥谷町・大迫町・花巻市・東和町

の一部を占める地域に稗貫氏が入部し、花巻市笹間と東和

町の中心部から南には和賀氏が入部した。稗貫氏の本姓は

中条氏である。隣りの和賀氏とは同族であるという。

建武新政では、稗貫(中条)時長は、陸奥国司北畠顕家

の塵下に属して、北奥の現地奉行として活躍するが、南北

朝時代に入ると斯波・和賀氏などとともに足利方として南

部氏をどと戦い、稗貫出羽権守一族は討死している。この

頃の板碑として花巻市円万寺周辺の正慶元年(1331)と同

2年銘の碑や、大迫町御堂鼻の貞治7年(1368)銘の碑を

どの年号は北朝のものが使おれている。

室町時代には稗貫氏は十八ケ城(本館か)に居城し、郡

内一円を支配して稗貫郡主を名乗っている。この頃は、稗

貫五十三郷と称され、各地に一族や家臣を配して支城を築

かせていた。花巻市では矢沢氏・似内氏・槻木氏・十二丁

目氏・娘子氏・川口氏・北湯口氏・大畑氏・円万寺氏・葛

氏をどが知られ、石鳥谷叶に新堀氏・八重畑氏・関口氏・

小森林氏・瀬川氏が、大迫町には大迫氏・亀ケ森氏、そし

て東和町東部には小山田氏が居住している。その他にも、

稗貫郡内の地名を冠する人々が数多くみられ、さらに郡外

の地名を名乗る者もあることから、全盛期の稗貫氏の勢力

が郡外にも及んでいたと考えられる。しかし、この時期は

諸氏の間に争いが起き、永享7年(1435)の和賀氏と煤孫

氏の衝突が、稗貫、南部、葛西の各氏を巻き込んで激しく

戦い、飯豊城(北上市)・湯の館・十八ケ城(花巻市)・寺

林城(石鳥谷町)をどで合戦があった。また、弘治3年

(1557)には亀ケ森氏、永禄年中には大迫氏が主家の稗貫

氏に背いて争うをどしている。

稗貫氏は、その後居城を十カタ城から鳥谷ケ崎の地に移

して本城とするが、天正18年(1590)の小田原城攻めに参

陣しをかったため秀吉の仕置をうけ、葛西氏とともに和賀

・稗貫の諸氏もこの対象とをった。そのため、郡内では新

堀城(石鳥谷町)、鳥谷ケ崎城の二城を残して破却された。

浅野長吉を軍監とする奥州仕畳の軍勢は、鳥谷ケ崎城に

本陣を構え仕畳と検地を行をい、その後、鳥谷ケ崎城など

に日代を置いて引き上げたが、同年10月に胆沢郡の柏山氏

の一揆が起きると、稗貫・和賀の遺臣を含めた大一揆とを

り鳥谷ケ崎城・二子城の主城を奪回した。翌19年に九戸政

美の乱が起きると、豊臣秀次を総大将とする再任置軍によ

って鳥谷ケ崎城も簡単に落とされ、稗貫・和賀は南部氏の

所領と在った。鳥谷ケ崎城には、南部氏の重臣北松斉の次男

北秀愛に8,000石を与えて花巻郡代とした。この頃に、鳥谷

ケ崎城を花巻城と改めた。また、新堀城には、葛西氏の重

臣であった江刺氏を置いている。北秀愛死去後は、父の北

松斎が城の改修と城下町の整備にあたっている。

慶長5年(1600)には、再び稗貫・和賀を中心として争

乱が起き、田瀬城・安俵城(東和町)や花巻城でも戦闘が

あり、大迫氏は伊達勢の支援をうけて大迫城を奪回してい

る。翌6年には、一揆勢の立て縫った岩崎城が落城して当

地方も鎮静化した。

その後、要所には代官所が置かれ、新堀城は慶長17年

(1612)に東和に土沢城が築かれると同時に廃城となり、

江刺氏は二千石を与えられて土沢城に移った。花巻城は南

部領盛岡蒲の南の鎮台として明治維新まで存続している。
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轟本館 花巻市笹間高木

笹間地区の和賀・稗貫を結ぶ街道が交差す

る地点にあり、館という地名の西側の平地に

ある。方形単郭の館跡で一辺は100mほどであ

ったと考えられる。平地に築かれているため

同園をめぐる土塁は高さ5m、幅10mほどに

達し、さらに外側に水堀をめぐらした跡がみ

られる。館跡の大半は道路や宅地をどで破壊

されているが西側と南側の一部には明確に残

されている。館内の南西隅には神社が置かれ

ている。館周辺は四方が平野の穀倉地帯とな

っており、特に重要を地であって宿駅とちっ

ていたと考えられる。

館主は和賀氏の重臣高木氏で、天正の頃は

高木入道月斉と伝えるが、和賀氏没落後は高

木長左衛門という者が南部利直に仕え、天正

18年の九戸政美の乱や慶長5年の岩崎一揆に

対しても和賀勢に組みせず、南部方として参

陣し、七百石を給されている。館の西方にあ

る将軍寺は高木氏代々の牌所であったといれ

れている。

大畑館 花巻市湯本大畑

花巻温泉の入口南東方向に延びる尾根にあ 二者

る。し字形にをる館であり、尾根の基部を堀

と土塁で区画して主部とし、その下の堀と低

湿地をへて東側に折れるこの郭を形成してい

る。二の郭の西側一部から南側にかけては深

い堀と土塁で区画している。北側は追跡や宅

地によって削り取られているため詳細は不明

であるが、やはり堀や土塁がめぐらされていl‾

たものと考えられる。この間辺には関根館、

湯の館、湯の高館が故山の間にあり、瀬川流

域を拠点とする主家稗貫氏の北の支城として

機能していたものと考えられる。

館主は大畑氏で、「邦内郷村誌」では嘉慶3

年(北朝年号1389)に館の西方にある大日堂

本尊建立の時の大旦那が大畑禅門朝臣時義と

あり、「花巻市史」ではこの大日堂本尊の胎内

墨書銘は、作風から南北朝時代まで遡ること

は難しく、旧本尊を道立した時の文と考えて

いる。なお、永享8年(1436)の騒乱では稗

貫郷士として大畑の名がみえ、天正の頃の館

主は大畑杢允と伝えている。
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本館 花巻市宮ノ日宇本館

花巻市街の北約2山の地点、比高10mの瀬

川右岸の台地上にある。遺構として明確をも

のは堀の一部だけである。堀は東側で、教条

の堀が入り組んで並び、最大で幅30m以上は

ある。南側では1条しかみあたらず、埋めら

れたものと考えられる。東西400m、南北200

mぐらいが郭の範囲と推定される。 -・

当館は稗貫郡主である稗貫氏の居館と伝え

られ、十八ケ城に比定されているが、『邦内郷

村誌」では「異音北上川自瀬川本館辺西折流

廻十八ケ城下・愛宕下・瑞興寺寺場北岸」と

話され、現在の若葉台小学校付近を指してい

る。また、瀬川上流1.5山ほどの右岸台地に

も当館東側の堀と同じ教条の堀状の溝がみら

れ、しかもより巨大である。このようをこと

から当館を十八ケ城と断定はできない。

ただ、一時期稗貫氏の居館であったことは

規模などからみて間違いないであろう。

「奥々風土記」には稗貫氏は小瀬川から本・

館(十八ケ城)、享禄年間(1528へ32)に鳥谷

ケ崎城に移ったとある。

花巻城 (鳥谷ケ崎城) 花巻市城内

この城は、北上川に沿って形成された台地が、東方に大

きく突出した地を利用した平山城である。花巻城と改称す

るまでは鳥谷ケ崎城といい稗貫氏の本城であった。それ以

前にも「内史略」、「奥羽永慶軍記」をどには、前九年の役の

安倍頼時の磐基駅に擬定されている。現在は市街地が広が

り、旧城内には市役所・県立高校・病院などの大規模を施

設が建ち、住宅街も密集していて、城の形状はほぼ失われ

ている。花巻城在職当初は、城の北側を瀬川、北東を廻っ

て北上川が流れ、さらに南側には豊沢川という、城の三方

を河川に囲まれた急崖をなしていた。西側は台地続きのた

め、幅30m以上の巨大を堀で切断し、やや崖の緩やかな南

東斜面にまでめぐらしている。江戸時代末期に描かれた「花

巻御城郭図」によると、内郭は本九・二の九・三の丸とに

分かれ、それぞれを広い水堀で区画し、各部の周囲には土

居(墨)と柵もめぐっている。本丸と二の丸の一部には白

壁も見られ、近代的な城郭であったことが窺われる。

本丸には天守閣等は無く、二の丸に郡代屋敷・馬場・御

倉があり、三の丸はおもに上級家臣団の屋敷地となってい

る。大手門は南西端、犠手門は南東寄りに設けられている。

とくに、甥手の門は円城寺門と呼ばれ現存している。これ

は、この場所に円城寺があったためについた名であるが、
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元来は和賀氏の居城であった二子城から移築されたもので

あるという。このようを花巻城の造りは、天正19年(1591)

に南部信直が北松斎信愛を八千石で城代とし、鳥谷ケ崎城

と呼ばれていたものを改修工事して以後のものと考えられ

る。

稗貫氏は、鎌倉時代に源頼朝から稗貫郡を給せられて入

部し、当初小瀬川館(あるいは瀬川館)に居住したが、つ

ぎに本館(十八ケ城、籍縁戚、または大瀬川館という説が

ある)に移り、最終的には鳥谷ケ崎の地に居城したという

が、諸説が多く判然としをい。ただ、永享8年(1436)の

「稗貫状」では、南部勢を支援する薄衣氏が、稗貫氏本城

の十八ケ城攻撃の際、鳥谷ケ崎に陣を置いたと記されてい

ることから、ここに居城するのは後のことと考えられる。

所領は石鳥谷町、花巻市(南部は和賀領)、大迫町、東和

町西部に及び、稗貫五十三郷といわれる。各郷には、一族

・家臣を置き、諸城を築いていた。

天正18年(1590)広忠の時に、豊臣秀吉の小田原城攻め

に参陣しをかったため所領を没収され、鳥谷ケ崎城には、

奥州仕置の軍監浅野長吉が滞在し、家臣の浅野重吉を日代

として置いた。稗貫広忠は城を退散していたが、弟の和賀

義息が同族を糾合して浅野家臣の後藤半七の守る二子城を

攻めると、これに呼応して鳥谷ケ崎城を攻め、いったんは



奪還に成功した。大正19年には、九戸騒乱のさいの秀吉の

奥州再仕竃の軍勢は、難をく二手城・鳥谷ケ崎城を陥落さ

せ広忠は大崎氏を頼って落ちのびたが、後に江刺郡正法寺

で薙髪したという。この一揆後、北秀愛が八千石を賜い、

花巻城代として置いて、南部蒲の南の王城として、城下町

の整備や城の改修を開始した。慶長3年(1598)には北秀

愛が死去し、代れって父の北松斎信愛が事業を継承した。

しかし、慶長5年(1600)に南部氏が、山形の最上陣に出

陣中、再び和賀・稗貫の遺臣による一揆が起き、和賀義息

の遺児息親が二子城を拠点とした。そして、稗貫氏の重臣

娘子氏(万丁目氏か)を中心として、北松斎の守る花巻城

を攻撃した。北松斎は、城内にいた13名の士卒と婦互子だ

けでこれを防いだが、二の九・三の丸と侵入され、本丸で

の攻防をくり返すうちに、北十左衛門が応援にかけつけて

一揆軍を退散させた。一揆軍は、後に和賀町岩崎の岩崎

城に立て籠ったが、慶長6年、南部利直によって平定され

た。

北松斎は、花巻城と城下を整備し、慶長18年(1613)に

死去したため、南部利直は長子彦九郎取直に和賀・稗貫の

地から二万石を分けて花巻城主とし、伊達藩境の監視を行

わせた。しかし、政直には嗣子が無く、寛永元年(1硬4)

にはさらに城代を置き、以後明治維新まで存続した(
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御所が館 大迫町亀ケ森字羽黒堂

亀ケ森地区の三つをいし四つの集落を総称

して衣更木の里といっているが、その西端の

羽黒堂集落の東側の丘陵に館跡がある。比高

は約40mで、尾根続きを上幅10mの堀と二重

の土塁で断ち切っている。主部と二の郭とか

らをっていたと考えられ、主部は70mX55m、

二の郭は現在ぶどう畑として整地されている

が30mX40mほどの規模であったと考えられ

る。尾根続き以外の三方は帯郭が数段めぐら

されている。稗貫氏の家臣衣更着掃部の居館

と伝えられているが、同じ稗貫氏の家臣亀ケ

森図書に攻められ没落したといおれる。付近

には館、馬場などの名が屋号として残り、殿

様の畑であったという殿仰木という屋号もあ

る。また、稗貫川を隔てた向側には五十石取

りの侍がいたと伝える廻館という館跡があ

る。なお、近くの御堂鼻といおれる台地に貞

治7年と記銘のある碑が残り、衣更木氏ゆか

りのものと伝えるが確かをことは不明であ

る。この地も台地同辺に空堀をめぐらした跡

が残っている。

置ケ森城 大迫町亀ケ森字八幡館

権現堂山の尾根が東北に延びて稗貫川の河

谷に突き出た末端の八幡館山にある。比高は

約30m、主部、二の郭、後防備の郭とに分け

られる。主部は60mX75m、二の郭は70mX

30mほどの規模であるが、主部と二の郭の間

には深い堀で切断されていた。主部と後防備

の郭を結ぶ尾根も堀で切断している。後防備

の郭は尾根沿いの進入を防ぐためにつくられ

たものと考えられ、亀ケ森という山の周囲に

二重の堀と土塁をめぐらし、頂部には何らか

の建物があったと思おれる平坦地が残ってい

る。また、館の下方には沢の水を利用した水

堀がめぐらされていたというが、その痕跡が

水田の中に若干みられる。この館は当初稗貫

氏の家臣八木沢外語が居館していたが、八木

沢氏没落後亀ケ森図書光広が代わって館主に

なり、その後代々亀ケ森氏が居館したと伝お

る。主家の稗貫氏が滅びた後も南部氏に仕え、

七百石を領している。館の東方には三日市と

いう地名があり、また、上素数、鍛冶屋敷、

上宿、中宿、下宿などの地名も残っている。
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大迫城 大迫町内月旧古館

大迫市街より東方に約2血、稗貫川左岸の中腹上にある?

平地との比高は約120 mで主部とこの郭とに分けられる。

主部の平地部は東西50m 、南北75mで北東よりに整地した

時のものと考えられる盛土がみられる。二の郭は主部より

15-16mほど低く、平地部の広さは東西40m、南北75mで

ある。現在は明治に建てられたという稲荷神社があるが、

その後方に21mX12.5mの長方形の土壁があり、ここに神

社あるいは物見台があったものと思われる。醤咋二の郭

の北・東・西は沢や岳川に向う急崖とか)ている上、数段

の帝都をめぐらしている。特に二の郭から主部までの斜面

には階段状に堅固に造られている。また、北側と西側斜面

には竪堀と考えられる溝もみられる。井戸は主部とこの郭

の間に谷地状の凹地があり、跡が今でも残っている。

この城の弱点は尾根続きとなる南側であるが、堀切によ

って切断し、中央部には土橋が残っている。この尾根も両

側が急峻な馬背状のもので、尾根の突き当たる標高440m

の高地には50-60m四方ほどの話の城と思われる平地があ

る。また、西方の市街へ向う尾根の端にも与互助館・中居

館と呼ばれる館跡が、中世の街道筋をはさんで築造されて

いる。これらは大迫氏一一族のものと伝えられており、大迫

城の一角をなすものであろう。

築城年代等は不明であるが、代々大迫氏の居城といわれ

る。大迫氏は稗貫氏の始祖大和守広重の千である大迫常陸

守重真を祖とすると伝えられる(瀬川稗貫系図)が、その

後は明確ではない。永禄年中に主家稗貫氏に叛き、十二丁

日氏の軍勢に攻められるが、逆にこれを打ち破ってい訊参

考諸家系図)。和賀氏、江繋氏とも姻戚関係があった 大

正年間の城主は大迫右近(幼名又太郎)であり、九声政美

と行動を共にしたりしている。天正十八年の豊臣秀‾詰こよ

る奥州仕霞によって主家稗貫氏と共に没落し、又三郎、又

右衛門の二子を連れて江刺の人首に逃れたが病死しらそ

の後、大迫の地は田中彦右衛門に預けられ、甥の駒鳴i!が

大迫城の北西2kmにあった天神館に居住していた。大迫兄

弟は慶長五年の和賀・稗貫一擬に乗じて家臣を集め、伊達

政宗の鉄砲隊の支援を受けて天神館を攻撃し、藤四耶以下

を打ち取って旧領を奮団した。しかし、南下してき′二乙部

氏を中心とする南部勢のために敗走した。翌年、大貴兄弟

は岩崎-・操に加担し、又三郎は戦死、又右衛門は南伸二降

ったが処刑され、ここに大迫氏の嫡系は絶えた。しかし、

天正十八年の南部四十八城注文に「大迫城、山城、璃印、

代官九日町十郎兵衛」とあり、大迫右近の弟十郎兵衝(聞

老遺草)と考えられるため傍系は存続したのであろう,

なお、城の北麓に曹洞宗の桂林寺があり、永禄八伸二大

迫氏の被護でこの地に移転されたと伝えられ、大迫兄弟が

伊達政宗の書状の「咋啄」の意味がわからず桂林寺二世の

梵玖和尚に尋ねたという。城跡周辺は古館という地名が残

り、上小路・下小路と呼ばれていた。また、屋号には城ノ

内、城口などがある。,

伝説では白米城伝説、金鶏伝説、うるし万杯伝説′てど数

多く残っている。
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大瀬川館 稗貫郁石鳥谷町人瀬川字館山

石鳥谷町の中心部から西方へ7.8km、萬丸川流域の水田一一

帯を一望できる「館山」一帯に大瀬川館がある。規模は大

きく、東西300m、南北400mに及び、北上川西岸地帯では

もっとも大きな館跡の一つである。中心となる郭の標高は

178.1m、東方下位の水田面との比高は30mである。

空堀と土塁に囲まれた五つの郭から構成され、北西の一

の郭がもっとも広く、これより小さい二の郭・二の郭が段

状に続き、さらにその東西の二部によっている山城である。

東北自動車道建設に伴い、一の郭・二の郭・三の郭の主

体部の発掘調査が行なわれ、最盛期が16世紀中頃と推定さ

れる中世後半の館であることが判明した。

二つの郭をめぐる空堀と土塁は、急崖をなす北側を除い

て三方をめぐっている。一の郭と二の郭の間の平興部から

古い空堀が発見され、はじめは一の郭と二の郭の二部によ

って構成されていたことが判明した。この空堀が埋浸しは

じめた頃には、古い空堀に平行するように新しい空堀と土

塁が築かれる。一の郭と三の郭をめぐる空堀の長さは264m

北西は二重の堀となっているため、上幅20m、深さ6.5mの

堅固なものである。堀の断面はⅤ字形となる薬研堀で、掘

り上げだ土は空堀の外側に積み上げて土塁としている。三

の郭の空堀では西側に土橋が見られる。

内部施設は一の郭にもっとも多く、四辺の中央部と東南

端に登り道と門跡、建物の境界や排水のための溝が8条、

掘立柱建物跡47標、竪穴式建物跡6棟、カマド状の焼土遺

構、井戸跡などが発見された。

南東端の門跡は、一対の門柱が建てられ、冠木門や棟木

門と推定されている。間口は2.42mで、門柱からは左右に

柵列が設けられているが、登り道に接して八の字状となっ

て郭の縁辺に沿って続いている。南辺では空堀の底面から

6段の踏段がつくられ、東西二対の門柱の間に通じている。

柱穴が大きいことから、南辺のこの地が大手早置jとも考えら

れる。

建物は郭の縁辺の竪穴式のほがますべて擁立柱であり、

南東端の門跡から中央部までの通路をはさんで西側に建て

られた小さい建物群と、中央部から北西寄y)の規模の大き

い建物群とに分けられる。規模の大きい建物は主産と考え

られ、 5回以上の建て替えが行われている。建物の配置は

南または東向きで、これに2へ3棟の付属建物をもち、倉

庫と考えられる数種の建物もある。

主屋と考えられる建物では、東西9.42m 5間、南北14.65

m7間が最大であり、 3へ4面に廟のある建物である。柱

穴は径20へ40cm、深さ30cmほどの円筒形で、柱脚は径25cm

以下の円形である。一棟の建物には桁行・梁間方向でそれ

ぞれ4-5種類の柱間があり、 l間の長さは6・5-7尺とし

て設計されている。間取りは、桁方向に2-3なされ南側

には梁行3聞・桁行2閲の座敷とみられる部屋かあり出人

口や厨房の推定される建物も含まれている。まと、柱数か

らは枚数のある建物であり、板葺や茅葺屋根の奇棟造りと

想定されている。

主屋に付属する建物は、梁行2間・桁行5間を最大にし

て、主屋の西側に多い。郭の中央部から東にが予ては梁行

2間・桁行4間以下の小さい建物で、大小にか7,・おらず切

妻造りと推定される。これらは、倉庫や厩、作業用施設な

どが含まれていると思おれる。

小規模別寸属建物がある郭の中央部以東からは、 14棟の

竪穴式の建物跡が発見された。方形または長方梱犬に竪穴

を掘り、さらに壁際に擁立柱を建てる建物や、一方を出入

日用に張り出して掘りこんだものもある。建物(7〉規模は、

梁行l間・桁行2-3間の建物が多く、穀類を貯蔵したと

みられる梁行2.9lm、桁行7.85m 5間の倉庫跡が最大であ

る。建物方向は、いずれも擁立柱の建物方向と同様であり

付属する施設と考えられる。

その他には、カマド状の焼土遺構や井戸が発見されてい

る。舟底状に掘り込まれた焚口から燃焼部、くり抜かれた

煙道が続いている。井戸は円形に地山に掘りこんだもので

ある。

二の郭・三の郭等には、掘立柱建物・竪穴式建物がある

が、いずれも規模が小さく、付属の建物や家臣(7)建物であ

ったと推定される。

出土した遺物は、小刀・鉄鎖などの武器頼、鉄斧・釘・

板材などの木工・建築具、灯明皿・手洗鉢をと(l)しう常用具

類、鍋・石臼などの調理具、碗・皿・盃など陶磁器の食膳

具、茶人れ・茶碗などの茶器、米・麦をどの穀類、中国・

朝鮮からの渡来銭などがある。陶磁器類がもっとも多く、

碗・皿類は中国産の青磁・白磁・染付・赤絵などの磁器類

が中′」、で、また国内産の陶器には茶入れや茶儀が含まれ

る。

館主は「邦内郷村誌」によれば、畠山重患の塙重宗の子

孫とあるが明らかではない。稗貫氏の時代は、斯波氏の押

えの城として境界守備の性格が強かったものと推定され

る。天正年間には、瀬川隠岐守の居館であったと伝えられ

ている。
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小森林館(小森館) 稗貫郡石鳥谷町手中森林

本館は、明確に確認できるだけでも、その規模東西300m、

南北400mほどの広大を台地を占め、比高は約8 mの平城で

ある。北部と南部とに分けられるが、北部が大部分を占め、

東西×南北それぞれ300mの規模である。この郭の内部は、

北東部を東西100m、南北150mほどに区画する堀と土塁が

築かれていて、中には子守観世音の詞があって、また石碑

も見られる。

北部の北方下位を流れる滝沢川は、往時は館下を蛇行し

ながら流れ、東側を画するように商流していたものと考え

られる。北部と南部の間・南部の南方には、それぞれ沢が

開析し、合流して滝沢用に注いでいる。この用と沢で区画

された台地の西側は、地続きのため幅の広い堀でそれぞれ

切断している。館の北東から東方側面にかけては土塁が見

られないが、北部の内区画した場所から西側の堀まで、高

さl.4へ2 mの土塁が築かれ、北部の南側まで逆コの字状に

続いている。西側の土塁はとくに保存状態が良く、堀の外

側にも認められ、堀の北端から中央付近まで残存している。

ここには土橋があり、郭の内側では広く土塁が切れている

ため門跡であったと考えられる。南部では、土塁が西側に

構築された堀に沿って認められ、堀の外側の一部にもある。

北端に近いところには土橋が造られている。

北部の南東は国道4号線によって切られているが、北部

の続き部分と思われるものが4号線東方に宅地。二をってい

る。また、南北の郭の堀切の西方も平坦部であり、土塁等

もあることから、西の郭の存在が考えられるが、現在は開

田されて水田となっており不明である。

館の周辺には、直町・鍛冶屋敷・小森館の地名が残り、

館の北方には、稗貫の名に関係したとみられる稗努業神社

がある。

小森林館の館主は、「郷内郷村誌」によると治部少輔とみ

え、「稗貫郡旧誼」には稗貫の老臣小森林大隅守り居城で、

天正の頃の主を治郎少輔と伝えている。築城時期は不明で

あるが、永享7へ8年(1436-1437)の稗貫・相賀地方の

兵乱の際には小森林治郎少輔が稗貫の士として参加してい

るため、この頃にはすでに居住していたものと考えられる。

天正18年(1590)の和賀・稗貫一揆中の人物に小森林治

郎の名があり、「稗貫素謡」では稗貫氏滅亡を記-イた後に、

稗貫の従士の一人に小森林大隅の名が出てくるため、ある

いは治郎と大隅は同一人物であるかもしれ老い.

この館は規模が大きいが、南部四十八城破却の際には名

前が見えず、それ以前に破却されていたものと考えられる。



新堀城 石鳥谷町新堀字椛野

城跡は北上川東岸の沖積地に張り出した山

陵頂上にある。北、西、南の三つの郭による

複郭で、同園を幅6mほどの堀で南西の新仙

寺側を除いて馬蹄形状に区画している。南の

郭が最も高く、標高183m、比肩80m以上とな

る。周囲には数段の帯郭をめぐらしている。

また、南部には「跡石」と称する巨石があり、

守護神の稲荷社が安置されていた跡とされて

いたが、後に新仙寺境内に移転された。

当職は稗貫氏の家臣新堀氏の代々の居城と

いおれるが、稗貫氏の滅亡によって一族離散

し、最後の城主である新堀作兵衛義広は南部

氏に降って二百石を給されたという。

天正19年には前田刺客の素臣内堀四郎兵衛

の領地にをり、南部四十八城破却の際には江

刺兵庫隆直の持分となって存続している。こ

れは、北上山地方面から侵入する敵に対して

の要所であることからの配慮と考えられるが

伊達蒲境には遠いため、慶長17年に土沢城が

築城されると江刺氏が移転し、その後は廃城

となったものとみられる。

八重畑館 石鳥町八重畑宇宿

館跡は二郷川と北上川とが合流する左岸段

丘上にあり、宿と呼ばれる地域である。二郷

川の急崖に沿って複数の郭に分けられた連邦

式の館跡である。南北に走る幅7m、深さ7

mの堀が約98mにれたって残っており、一部

には土塁も残存する。往時は本丸、二の丸、

三の丸、出丸、牢含、学問所、馬屋などの郭

に分かれていたと伝えるが、現在は宅地や開

田のため明確にすることはできない。堀の付

近には古井戸があり、堀で区画された郭をつ

なぐ土橋も数ヶ所に残っていたという。

館主は永享年中に稗貫素の執権八重畑豊前

守という者の勇戦が伝えられているため、当

館の築城はそれ以前で、代々八重畑氏が居城

していたものと考えられる。元亀2年(1571)

の斯波・南部氏の境界争いには八重畑氏が調

停役を勤めていることから稗貫一族中でもか

をりの重臣であったと推測される。天正中は

八重畑掃部の名がみえ、主家の没落によって

廃城となった。館付近には、宿、内緒、樹形、

馬場田、下宿をどの地名が残っている。
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安俵城 東和町安俵

安俵本町の地区にあり、束流する猿ケ石川

が南方に流れを変える右岸段丘上にある。南

北三部からなる連邦式の平城で各部の周囲は

深い堀と土塁で区画している。館小路、館、

本町・古館の地名が残っている地区が中ノ巳、郭

と考えられる。館の西側と北側には高さ2m

ほどの土塁が一部に残っている。南側の郭に

は高橋という屋号の家があり、橋がかけられ

ていたと伝えられている。北の郭の北隅には

館上神社が建っている。

城主は和賀氏の支族安俵小原氏で、和賀家

四天王家の中に入れられている。最後の城主

は安俵玄番頭息秀であり、和賀・稗貫一揆に

主謀者の一人として加担し自刃した。安俵城

は天正20年の南部四十八城注文に「安俵、平

城、破却、信直抱代官中野修理」とあり、代

官が置かれていたが慶長5年に葛西氏の遺臣

を中心として安俵城を攻めた時には、「奥南盛

風記」には江刺家の家臣原体主膳が守将とし

て居城していたと伝えられている。

毒沢館 東和町中内字毒沢

毒沢集落の西方、比高約50mの小高い山の

頂部にある。郭の中心部は37mX24mの長方

形を毒し、二段に分けられている。その同園

には最高20mに達する幅の広い郭が三一四段

にねたってめぐらされている。四万に延びた

尾根は北方のものを除いて深い空堀で接断し

ている。平坦地が非常に丁寧に造られている

ことなどから構築年代は比較的新しいものと

考えられる。また、北方の尾根続きの頂部に

も平坦地と幅の狭い帯郭がめぐっており、毒

沢館の一部とみられる。毒沢集落にはさらに

東方に宿館と呼ばれる独立丘陵があるが、こ

こには館跡らしき遺構は老い。

館主は毒沢氏(多田姓)といわれ、和賀氏

の支族である。天正九年の「和賀御分限録」

に毒沢伊賀の名があり、和賀・稗貫一揆の際

にも加担し、後に伊達政宗に仕えている。伊

賀のむすめば伊達政宗の側室と怠り、伊達兵

部少輔宗麟(一ノ関城主)を産んでいる。毒

沢氏はその後姓を只野に改めた。

二一三二二、

一一//‾

害各国雪国百百
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手腕 東和町上浮田

上浮田集落の北側山陵上にあり、比高は約

65mである。頂部の平場は南北107m、東西

20mと南北に細長く延びている。この頂部南

寄りに18mX9mの一段高い場所があり、何

らかの建物跡と考えられる。北方の尾根続き

は上幅6へ7m、深さ3mほどの堀と外側に

土塁を設けて区画し、東西には帯郭がある。

集落寄りの南側斜面は四つの空堀と土塁で特

に堅固につくられていて、そのうち二本は東

側斜面に竪堀状に延びている。また主要部の

南西と西側の帯郭に礎石が残っている場所が

あり、門などがあった可能性が強い。浮田地

高二し東和町の南西端にあたり、北上、江刺へ

・板書する交通の要所である。和賀氏の家臣浮田

佐兵衛の唐城と伝えられているが、以前は浮

田地区を大田郷と称したこともあるらしく、

安俵小原氏の支族である大田氏が居城してい

た可能性もある。
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土沢城 東和町上溝

城跡は東和町土沢の町並北側の高台にある一

二の地は伊達藩との境界線に近いため、南部

蒲と伊達蒲との閏でたびたび争乱があった

慶長五年に出邦豊熟こ安俵城、聞頼館などを

攻撃された二 南部利直は伊達領の=内に浮牛

城が集れたことに対応して、戦略要地として

I字城を築城した「城跡前面を大河である猿ケ

砧=が東流していること寺川芳情上有利であっ

たと思われる二

城は慶長上し隼に南部蒲の野田内匠の縄張

りによって築城されだ、天明元年(1了81)の

「和賀郡土沢古館絵画」によると、御本館

(東西二日門閥、南北三口調郡、中館(東西

九聞、南北十八間)、西館(東亜一二十円闘、

南北十四闘)、東館(東西十二間、南北口叩

間)のはかこ本館の郡部二・郭(東西上し間

南北上聞上 中館の東部に大手桜丸や奇書郭

などがあった。各館の図師ま幅′’溝汚)堀をめ

ぐらし、東北の山手の稚部用から土中に樋を

通して引水して水濠としていたと伝えられて

いる仁

土沢城のある高台の中段は削平して御屋敷

や上級素臣の屋敷が建てられ、 、書聖評臣二は城

内小路(素臣屋敷)足軽屋敷、町民の屋敷な

どが並び城下町が形成された

最初の城高ま慶長十八年に新堀城に居城し

ていた江刺隆直で、二千右を与えて移騨させ

た言工刺氏は葛西氏の配下の江刺城主でし万

石の禄高を持っていたが、小手旧姓成攻囲和こ参

加しなかったため領地を没収され、南部氏に

従って行動していた′ 鵜西氏の垂直であった

ことから常田氏の遺臣や伊達藩の動きを監視

するためには最適住着であっだ 慶長十九年

の大阪の陣にも動員されていないことか弓も

土沢城の守備の重大さが認識される、

当城も伊達薄との境界が落ち着く南部重信

の代には不要となって破却された言寛支出i

(1670)の総検地に際して取り払おれたとい

おれる。江刺氏も土沢城時代三Iし 破却後城

内小路を統治所として上代続いたが、御素騒

動によって大明元年に断絶した。

なお、土沢城付近にあったという中世の十

二鏑館は位竃が不明である∴

ー132 一



(四) 北上・和賀地区概観

北上・和賀地方とは、北上川本流域に注ぐ東方の猿ヶ石

川流域の一部と、西方の和賀川流域全域を含み、かっての

和賀郡である。都制は弘仁2 (811)年に成立し、平安時

代後半は安倍・清原・藤原三氏の伝領「奥六郎」の一部で

あった。

「前九年の役」においては、安倍五郎正任が黒沢尻柵に

拠ったことが『陸奥請託』に見える。この柵跡については、

北上市黒沢尻川岸の安倍館とされ、同園には戦場であった

との当時の伝承も残されている。しかし、区画整理等に伴

う発掘調査では平安時代の遺構・遺物は発見されていない。

また、同川岸には「方八丁」という地名もあり、古代城柵

の可能性も考えられてきた。しかし東北新幹線等の発掘調

査においてもその確証は得られず、安倍館とともに宅地化

されつつある。

源頼朝の奥州攻めによる和賀郡の処理については明らか

でをいが、諸系図からすれば、稗貫郡とともに鎌倉御家人

の中條に広く宛われたと推定される。すをおち、稗貫郡の

地頭に補任されていた中條義勝の次男義李は、宮城県刈田

郡の地頭に補任され、和賀郡にはこの義季長男の義行とそ

の弟小田嶋義春が下向しているからである。和賀郡下向は

承久の乱後の西暦1230年代前後と推定され、その地も北上

市更木町梅ヶ沢とも、同黒岩岩崎ともいわれるが不明か点

が多い。しかし、地形や歴史的環境からすれば、黒岩岩崎

の可能性が考えられる。

初代義行は仁治4 (1243)年に没しているが、次男行時

には北上市立花・口内方面、三男景行には和賀町一帯と江

釣子村西部方面、長女には東和町安俵方面、二女には江釣

子村東部と北上市黒沢尻方面を与えて分割相続させている。

一方、弟の小田嶋義春や家臣の所領については、北上市

更木方面に重臣の小原氏や八重樫氏が代々繁栄しているし

惣領素養の次男から分かれたと推定される鬼柳氏が和賀川

下流の北上市鬼柳一帯を占めているので、義春の所領は北

上市飯豊方面か、西和賀の湯田・沢内地方と考えられる。

以上の所領分割は「鬼柳文書」を中心とし、鎌倉時代以

降の諸氏の動向から考えられるわけであるが、その後の城

館の増加はこうした初期所領域を基盤として展開していっ

たわけである。

和賀郡全域の中世城館は大小150ヶ所近いと推定される

が、発掘調査例は7例にすぎをい。したがって、未だに文

献や外観から類推せざるを得ないが、鎌倉時代の状況につ

いてはまったく不明である。和賀氏の下向地と考えられる

北上市黒岩元館などがその頃のものかとも考えられるが、

確証がない。

ところが、 「鬼柳文書」によると、和賀町の須々孫城、同

岩崎楯、北上市と江釣子村の三田、楯山、鳩岡崎、あるい

は義綱楯といった城館が明らかで南北朝時代に入ったと

たんに相当数築造されている。史料の内容からすれば、こ

れらは郷地頭級領主でも上級者の手になったもので、初期

所領分割の担い手であった和賀氏の系になるものによると

推定できる。またこれらの位置環境からすれば、彼等居館

の防塞化であったり、新規の立地であったとしても、戦術

上重要を交通路を舶する程度で、実際は当時の開発条件と

未分離を形で構えざるを得なかったと考えられる。

発掘調査によって南北朝時代に遡るであろうと判断され

たのは、北上市鬼柳の丸子館である。島状の和賀川右岸段

丘に構えられた鬼柳氏の居館跡であるが、発掘結果から考

えて15世紀代に入ると主部前面に帝都をめぐらし、鳥状台

地の外に外郭を設けたようである。

また、北上市黒沢尻の安倍館からも15世紀代の天目茶碗

と摺鉢の破片が出土している。この館跡は、自然堤防上に

構えられ、構造は単海草郭と推定されるが、北上川水運と

いった経済的側面も考慮されねばならない。

「聞老遺草」の「稗貫状(永享7、 1435年山によれば15

世紀代の城館は、かなり要害地のものも多く、また、和賀

氏本城も北上市二子に築造されていたらしい。おそらくは

和賀宗家の郡領主化が進み、家臣達もそれによって安堵さ

れた所領地の居館を整備し、諸城(山城)を構えるなど防

備を重くしていったものと考えられる。また、城下は宿と

呼称されたらしい。

つぎに、 16世紀代を盛時とする発掘調査例に、北上市鹿

島館跡がある。この鹿島館は丸子館から移った鬼柳氏の居

館で、そのプランには改築や拡大過程が認められ、鍵状堀、

土橋をど、丸子館に認められ老い遺構も存在する。

こうした平城構造の変遷については、和賀町上須々孫館

においても認めることができる。また、二子域の場合も、

盛時は16世紀代にあるが、居館をもっとも要害の地に構え

背後に詰城を置き、重臣から平侍までの家臣屋敷を配し、

さらに北面に寺院を置くといった戦国領主をらではの総構

えである。

この和賀氏本城を中心とする防備的支城体制がどの程度

整備されていたがま明らかでは老いが、天正9 (1581)年

という「和賀御分限録」の家臣団分布からすれば、北上川

沿いにかなり徹底されていたと考えられる。ただし、西和

賀地方にはほとんど及んでいなかったようである。
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すをわち、北上市成田館や同相去鶴野館などは、和賀領

の境の城、その間の城館は紫の城として性格が考えられる

が、和賀町の須々孫城や、沢内村の典膳館、八幡館などは

和賀氏に属さぬ独立性の強い地域ごとの拠点的城館であっ

たと推定できるからである。

和賀町の岩崎城も、二子城同様に平常居館と台地の詰城

に分離している。ただし、岩崎城のそれは慶長5 (1600)

年の和賀一揆後改造され、柏山氏が藩境警備に配備されて

以降の可能性があり、東和町の土沢城、北上市口内の浮牛

城とともに検討すべき課題である。城下を含めたこれら近

世城館の計画的総構えとの対比は、中世城館をより明確に

するからである。

相去城 北上市相去町字山根

別称鶴野館。西根段丘の東端部にあり、洞 で

泉寺裏手の比高約30mの独立状丘陵部がそれ

である。

全体面積は約40, 000証で、北東部で主部を

中心に東と南に腰部、西に空堀をめぐらして

要害としている。

主部は一辺約100mの方形で、上幅6へ8m

深さ2へ3mの空堀で囲まれ、その南東部分

に折邪みが認められる。腰部は北側には認め

られず、東と南に3段認められる。東は宅地

と化し、か在り変形しているが、南は研形状

の郭を囲み、面積も広い。

特徴ある遺構は主部堀の外側を走るジグザ

グの空堀である。この堀は上幅約5mのV字

形の堀で、南斜面を真向ぐ下って平地へと続

く。この堀の後背に約10mの間を置いて上幅

約3mの空堀が並行しているが、工事途中の

ようでもある。その他に南東に竪堀が1本認

められる。

館主は安永の「風土記御用書出」に相去安

芸とある。和賀氏の境の城と推定される。
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二子城 北上市二子町宇宿

別名飛勢威。和賀氏の本城で和賀郡最大の城郭跡である。

北側と東側は北上川とその沖積地に面する段丘崖で、西側

は稲瀬火山岩層を基層とする丘陵部である。、その全体規模

は南北約1, 000m、東西約500mである。ほぼ中央の通称飛勢

の森は(現八幡神社境内)標高約130m、沖積地から約70m

で最も高く、その同園に平常屑館や家臣素数が配置され、

東側沖積地には宿と呼苦れる城下集落が形成されているっ

城主の平常居館は古館、または白鳥館と呼ばれ、城内の

北西隅にあり、 100m町方が堀割されている。そしてこの南

に堀(現在自動車道路)を隔てて同規模の文珠院という--一

郭がある。この両部の西側は飛勢の森まで平埋地であるが

土地別間が変化して元の状況は明らかでない。伸し、主部

西側は北上川に面する段丘で、八重樫屋敷、加賀館、坊館、

監物館、筒井屋敷と堀で区画された重臣の屋敷跡が連をっ

ている。これらに対して文珠院の南側に和小

路という侍屋敷跡が続き、さらに南西側に斎

藤屋敷、渋谷屋敷、大森屋敷と区画の判然と

しない重臣屋敷が配されていた。

詰城たる飛勢の森は商う脇机00m、東西約70m

l′_工手、
卜

占∵義幸∴三幸

ク‾丁‾ミニl

でその剛に空堀をめぐらし、その延長は葦†葦葦

如くである。飛勢の森から西の鞍部(現道路)を隔てて元

愛宕という独立丘陵あり、狭い頂部に2段の腰部がめぐら

されていた。現在浄水場と化したが、緊急発掘で住居棟竪

穴遺構がl棟発見されている。また、元愛宕から糾う00m北に

物見ケ崎(秋葉山神社)という独立丘陵があり、これらは

いずれも物見台跡と推定される。

飛勢の森の東斜面には3-4段の帯メ棚安部がめぐらされ

て、最下には御前水と呼ばれる井戸跡がある。左の他の遺

構としては北上川べりに遍照寺跡、元愛宕の高く∴永明寺跡

あり、現在両手とも宿部落に移っている。

二子城の築城年代は不明であるが、 「邦内郷村史_ による

と、かって和賀氏の本城は更本町にあったらし/、 、永明寺

もそこから移転したと伝えられている。天正18牢奥州任畳

によって廃城まで約150年間位と推定される。
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南北に突抜け、城郭の東半分を区画したかの 雪言方、・、冊 子\

浮牛城 北上市口内町字松坂

口内川左岸の標高139m、比肩約20mの独立
ヽ

状丘陵である。最頂部の本丸跡は武彦神社境
∴てこ

内で面積約8,000証、二の丸はこの東から南

にかけて広がり、南は的場跡と伝えられてい

る。この二の丸の南に広がる最も広い場所が
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三の丸で重臣轍跡と伝えられ、今も宅地了÷\考

が並んでいる。しかし、二の丸と三の丸の東 田.

側--・帯は開田され、そのおもかげがない。

東側丘陵基部は2重堀で切られていたが、

今はその痕跡を北側に残すのみである。その

内側の堀は上幅約6m深さ約3mで、挿邪み

も認められる。外側の堀は城全体を国縫して

いたとされ、その一部は前菜に幅約10mの沼

地として残っている。

本丸跡に石積みの桝形虎口があり、池跡も ≡

ある。三の丸跡には闘う、土門、鬼丸をどの 去

地名が残り、馬屋、大手門といった跡もある。

さらに口内川を渡った右岸には向小路、四軒

小路、袋小路などの家臣屋敷があった。浮草

城は口内帯刀の居館を蒲境警備の要害として

改築し、仙台藩士が居住した地である。
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柳ノ木田古館 北上市口内町大字柾ノ木田

別名大和館。字館沢にあり、県道沿いの極

ノ木田城(及川林家)と呼ばれている他と、

約300m東方丘陵部の孤ノ木田古館から在る。

これらは居館と詰城の関係にあり、同一施設

と考えられる。

弧ノ木田城は約2,000mと狭いが、幅約4mの

堀を隔てた北側に二の丸と称する広い畑地が

ある。しかし、堀をどで区画されていない。

「仙台領古城書上」に城主楓ノ木田大炊とあ

る。

机ノ木田古館は北東から南西にのびる尾根

状舌状地で、 2郭からなる。北側丘陵基部を

幅約6m、深さ約2mの堀で切り、その堀の延

長が東西斜面を帯郭状にのびている。主部は

東西約50m、南北約60mで、二の郭は東西約

15m、南北約50mである。二の郭の周囲には

これといった遺構は認められ老い。この館跡

について安永年間の「風土記御用書出」に

「大和館 但し、弧ノ木田大和と申す者住居

仕候」とあり、極ノ木田大炊との関係は不明

である。
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高 館 北上市黒沢尻町大字立花 主星、\

立花の塩釜部落の東から西にのびる丘陵頂

蒜宝器器霊霊霊字繋三
と・

’/上汁善く
/

I、●

言主よ」、盤
成されている。 -▲の台は東側最高所にあり、

約3,000正で二の台に斜め裏から通じている。

各平場は地形に応じて広さ形とも異るが,四 二

の台が最も広く造成されている。これら全体

をぐるりと空堀で囲み、南側傾斜面には腰部

が2へ3段達成されている。空堀は幅10mと

広い部分もあれば、丘陵基部の幅5mと狭い

部分もあり一定していない。この堀の土を後

背に地均して、北側全体に10-40mの平場が

達成されている。

五の台は堀を隔てた四の台の西側にあり、

その西端は妙見神社境内である。

昭和59年の分布調査で一の台の一部が発掘

されたが、全く遺構も遺物も発見されなかっ

た。また、外観からであるが、各部の連絡や

堀の規模が一定しておらず、工事の完成を見

ず放棄したことが考えられる。伝承では多田

満仲家臣藤原仲光の城という。

天王館 北上市更木町大字人夫

県道更木線からゴ掠約300mの八森神社(牛

頭天王)のある丘陵先端部にあたる。高さは

谷面から約50mで、主部は南北約30m、東西

約40mである。その南東辺を除く三辺に幅約

5m、深さ約3mの堀がめぐっている。また、

主部と八森神社は約80m離れているが、その

中間ほどに幅約I mの堀切がある。腰部は主

部の南東に広がり、 2段目までは明確である

が、宅地化した面積も広い。

遺構では堀の走向に特徴あり、主部後背に

めぐらした延長が一方は尾根筋を走り、一方

は斜面下方へと真直ぐ延びている。すなれち

総構え的を造りである。

この館跡周辺は八森とも八天王ともいわれ、

その由来について「邦内郷村誌」に「按達天

王、龍天王か。天王像牛頭を戴き、天王像龍

頭を戴く」とある。また、西南方県道沿いに

南北朝の宝匪印塔と石塔姿あり、この館主と

の関連性が考えられる。館については「和賀

御分限録」に「二百石梅沢近助」 「梅ヶ沢氏

天王館」とある。
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障ケ丘 北上市黒沢尻町字立花

別名陣ケ森。北上川と和賀川が合流する地

点の北上川左岸独立丘陵がそれで、展勝地公

園として整備されている。川面からの比高約

20mで、西面は断崖絶壁である。

全体規模は東西約100m、南北約200mで、

主部は東西南北約50mである。中央部に井戸

跡と伝えられる窪地あり、西側を除く二面に

幅約4mの空堀がめぐらされ、北側は帝都と

化している。また、主部南西側にも南北20m、

東西10mほどの自然地形を空堀で囲んだ程度

の-一郭があり、さらにこの南側に突出した岩

場がある。この岩場からの展望は良く、藩境

協定図(江戸時代)には立石とある。この付

近は江戸時代からの石切場であった。

陣ケ丘は、前九年の役:こて黒沢尻柵攻撃の

ため、源頼義が陣を構えたと伝えられている。

この伝承の真偽は不明であるが、南側の沢が

仙台領と南部領の藩境で、間の沢と呼ばれた

点からすれば、中世にて和賀氏の葛西氏に対

する境域だったと考えられる。主部から元代

の青磁破片が採集されている。

黒岩城 北上市黒岩下岩崎

別名千曳城。岩崎塞。北上川左岸段丘上に

あり、川面からの比高約20mを有する。全体

規模は南北約500m、東西約200 mを有する、

が、これらは重複した舘脇や家臣屋敷全体を

含めた規模である。この西側に宿部落がある。

千曳城とは北上川べりに突出した150mX

130mの面積を幅約20mの堀で囲んだ一郭で

ある。ここは和賀一族の黒岩公月斉がこの地

に移封され、永禄年間に築かれたと伝えてい

る。この北東部を甥堂、南西部を城山と呼び

北側一帯を館、南側一帯を、正洞寺境内を含

め上岩崎と呼び、家臣屋敷が配されていた。

上岩崎と下岩崎は堀切道で分けられ、下岩

崎には南北約100m、東西約50mで南北二

部からなる元館がある。この元館は和賀氏が

鎌倉時代に下向した岩崎基とも考えられてい

る。この館跡はかつての古刹自山寺に近い。

元館の南に片月館、薬師堂館と続く。片月

館は用意後見役の小田嶋主殿頭の屋敷跡とさ

れ、今も小田嶋一族の墓がある。この西側沖

積地に五百刈、柳町、馬場という地名がある○
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小鳥崎館 北上市二子町小鳥崎

北上川右岸突出台地先端北側に・あり、その

崖下を大堰川が流れている。東西二部からを

り、西部東西35m、南北50m、東邦東西40m

南北50mである。規模及び構造からすると東
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郭が主部でその北側崖面にのみ帝都が認め:

レ′

られる。その長さ約50m、幅約5mで、主部上

面から約5mの段差を有する。

堀跡は台地後背部及び郭間に明瞭であり、

幅約10m、深さ3へ5mを有する。現存では

断面V字である。また、西部の西側堀から約

6m隔てた所に幅約6m深さ約2.5mの工事

途中と思われる堀跡が認められる。同様に堀

の外側全周に土手状の高まりを有するが、前

記の堀を延長させて2重堀にしようとしたか

の如くである。さらに、西部の西方約30mの

地にも堀跡らしさ部分が認められるが、館跡

に伴うものかは不明である。

天正年間の記録と伝えられる「和賀御分限

録」によると、小鳥崎館は都鳥平馬の持城と

ある。北側平地が干刈と呼ばれ、さらに北方

約3血に本城二子城がある。

廉さ館 北上市鬼柳町宇宿

上鬼柳の曹洞宗正賞寺の裏手、比高約20m

の和賀川右岸段丘にある。この地は夏油川扇

状地扇端部にあたり、北面は断崖で、成沢川

や湧水による谷頭が入りこんだ地形である。

全体の規模は南北約200m、東西約450 m

ほどで、内部は大小7郭に分割されている。

成沢川の東に中世墳墓群を囲んだ一郭があり

その対岸が主部である。

主部は約6,600正で、元は東西に2分され

ていたものを後に一郭としたものである。埋

めもどされた空堀は幅約5m、深さ約3mで

中層から明代の白磁破片が出土している。ま

た、主部の北側と東側に幅約5mの帝都がめ

ぐらされ、東側の延長は主部とこの郭の間の

空堀に接続している。この空堀は上幅約6m、

深さは約3mで、主部側に高さ約1.2mの土

塁がとりついている。また、この空堀には折

邪みと土橋が存在したが、一帯は砂利取りに

よって破壊された。

二の郭も多くは破壊されたが、面積は約6,400

正で、その後背には自然の沢を利用した大規
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楔を空堀がめぐらされ、その延長は東側をめ

ぐって主部東側の帝都に連続していた。この

郭と主部は一部発掘調査され、主部からは2

聞×5間の中心的建物跡、二の郭から重複し

た掘主柱建物跡や住居棟竪穴遺構が1棟発見

された。

主部の西側に谷頭を隔ててこの郭がある。

面積約6,100正で、ここも砂利採取によって

緊急発掘され、 10棟前後の掘立柱建物跡の他

力マド状の遺構が発見された。遺物は、主部、

二の郭と同じ16世紀代の陶磁器破片や関銭で

あった。

鹿島館は鬼柳氏が丸子館から移った後の本

城と推定されている。天正20年(1592)の「諸

城破却御書」 (『岩手県史』)に「南部の内和賀

郡鬼柳平城破却、南部主馬持分、代官鬼柳源

四郎」とあり、寛永18年(1641)の「蒲現協

定絵図」には「上古城」とある。また最後の

館主は慶長5年(1600)の岩崎一寸実に参加し

た伊賀守盛正と推定されているが、廃城は大

正18年(1580)の奥州仕置にて和賀氏本城と

同時と推定されている。

丸子館 北上串鬼柳町手箱剃

別名笛渕館。国道107号線バイパスが突抜 へ幸二

けた夏油川扇状地の端部にある。利賀川右岸

沖積から高さ約1lmの残丘状突出台地を中心

に3郭からなり、その規模は東西約300m、

南北約250mである。

主部は中央に突出した卵形の台地酎即で約

6,00(届である。西側の二の郭は約2,00餌で

幅約10mの空堀で隔てられている。また両部

の前面約6m下に幅約5mの帝都がめぐらさ

れ、後背には上幅13.5m、深さ3.7m (外法

側)の空堀がめぐらされている。このうち主

部のほとんどはバイパスと砂利採取によって

破壊されている。

主部の緊急発掘によって、 2間×5間を中

心とする20棟以上の掘立柱建物跡と住居棟の

竪穴遺構が発見された。遺物では14世紀へ15

世紀代の青磁・白磁の他、陶器類、古銭、青

鋼製品、鉄製品等が検出された。特に馬鍬の

歯の発見は当時の豪族層の経済的背景を知る

上に重要である。 ( 「丸子館遺跡発掘調査略

報」 『北上市立博物館研究報告書』窮4号)。

雪〕帝葦詳し蛙紫二
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三の郭は谷頭(現水田)を隔てた主部の南

側にあり、方形で約10,00餌を有する。これ

をめぐる空堀は、幅が主部南のものと同程度

であるが、箱堀状で浅く、内側には約Imの

土塁が設けられている。また、三の郭の内部

は、南から北へと傾斜し、内部は数段の平場

に造成されている。この一帯は残丘に構えら

れた郭より、極めて要害性は低く、城外から

望見される位置にある。従って三の郭は外郭

として拡張された部分であるが、長期間使用

されたとは考えられない。

丸子館は、 『岩手県管轄地誌』によると、

天文年中(1532へ15馳)の鬼柳伊賀守の居城

で、伊賀守は天正6年(1578)に上鬼柳の羽

場館に移ったとある。また、 「鬼柳文書」で

は、鬼柳伊賀守は応安3年から応永7年まで

その行動が記録されているが、居城について

は不明である。しかし、当時伊賀守の活躍は

鬼柳一族第一であり、創建期も大体合致する

ので、丸子館は彼の居館にふさおしい。また

『岩手管轄地誌』の移転年代は、出土遺物の

下限からしてさらに遡ぼると考えられる。

下須々孫館 和賀郡和賀町煤孫

別名煤孫城・古館・観音館。館跡は和賀用

にそそぐ芦谷地沢左岸の高台で古館神社境内

一帯である。標高120m、平地から約35mの

高さで、南北約250m、東西約170mの範囲

である。主部は約15,000証と広く、後背郭の

約2倍を有する。後背郭とは幅約10mの直状

堀で仕切られ、また丘陵基部は釣形の堀で仕

切られている。さらに南側の舌状部に約1,000

証の一郭あり、その丘陵基部も空堀で仕切ら

れている。土塁は釣形の堀とこの舌状部の堀

の内側に認められる。また、主部の前面には

帯郭がめぐらされている。

全体的に古い要素と新しい要素が認められ

る館跡であり、徐々に改造されていった結果

と考えられる。

南北朝時代の下須々孫は和賀越前守行義の

所領であったが、行義が武家方に敗れ、惣領

和賀基義の手に帰している。その後の沿革は

不明であるが、慶長6年の岩崎一揆に参陣し

た者に煤孫城主煤孫野川とその子と思われる

惣助がいる(『奥南盛風記』)

圏闇 匿琵園聞閲園
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岩崎城 和賀郡和賀町岩崎宿

別名岩崎楯。夏油川に沿ってのびる比高約20mの左岸舌

状台地が城跡である。またその裏側の城内という部落一帯

を含む。

台地は突端部を切り捨てた3郭で構成され、その中央が

本丸である。面積は約5,000mで現在は天守を摸した岩崎

公民館の敷地である。この南側三の丸は、約15,000正と広

大である。この部外には組小路といわれる武家屋敷跡があ

ったが、今は存在しない。また、本丸の北側は二の丸で、

今は約2,000証であるが、かなり夏油川に削り取られたら

しい。

各部の周縁には高さ約2mの土塁が築かれていたが、三

の丸以外ほとんど消失した。また各部を仕切る空堀は幅約

20m、深さ約15mに達する所もある。特に本丸北側は堀の

延長が腰部と在り、外縁に土塁が築かれている。この一角

に和賀氏の氏神白鳥神社がある。

城内は和賀川低湿地を前面にした低台地で

約25,000証と広大である。内部は台地に沿っ

て3郭から構成されていたらしく、方格状の

堀跡と土塁が認められる。また、旧道が中央

を貫き、それに沿って古い屋敷跡も認められ

る。

uン/‾ ‾ ‾
e

大手口は城内にあり、本丸の下と上、そして二の丸と組

小路の間には桝形虎口があった。本丸に公民館を建てるた

め緊急調査され、石敦の庭のある建物跡が発見されたが虎

口は調査されをかった。遺物では美濃小皿や明代の染付破

片が出土した。

岩崎城は南北朝時代に岩崎大炊なるものの居住が考えら

れている。また、この付近は須々孫氏と鬼柳氏の領界にあ

ったらしく、暦応4年(1341)に「岩崎楯」で合戦あり、

鬼棚方に討死者を出している。その後、享禄4年(1531)

に和賀氏と秋田仙北の小田嶋党との戦いに岩崎氏も出陣し

ているので、代々岩崎氏の居館だったと推定される。

天正18年(1590)の奥州仕置後破却されたが、憂長5年

(1600)に和賀忠親が旧家臣とともにこの城・にたで籠った。

その時、発頭人の一人が岩崎弥右衝門義彦であーナた。一揆

鎮圧後、南部家臣によって修理され、藩境警備のため柏山

伊勢守明朗が入城した。

瑳三女幸三嚢
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上須々孫館 和賀郡和賀町煤孫本郷

館跡は和賀川にそそぐ熊沢川の両岸台地で

ある。その東側を林崎館ともいうが、便宜上

東館と西館とする。両館とも沖積地からの比

高約20mである。

函館は全体で約200m X約100mで前後二

つの郭からなる。この台地先端部には元享3

年(1323)の石塔婆があり、主部から切り離

をされた部分と考えられる。主部は約8,000正

と広く、後背郭とは歪んだ堀で隔てられてい

る。丘陵基部を切る後背郭の堀はやや弧状で

ある。土塁は主部、後背郭ともにあるが、主

部が大きい。

東館は東西約150m 、南北約120mで単郭

である。東側と南側に巨大を空堀をめぐらし

特に南辺は逆乙字形とをっている。また、北

東隅も釣形に曲げられ、土橋が設けられてい

る。堀もあまり埋没しておらず、西館との構

築年代差は明らかである。

この地は煤孫本郷であり、鎌倉時代の和賀

景行の所領「須々孫野馬」の中心地と推定で

きる。また東館は天正の頃の館と推定される。

王国国星田
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田中館 和賀郡和賀町山口

瀬畑部落の南方にあり、南東から北西にの

びる鈴鴨川右岸段立突出部が館跡である。標

高約130m 、沖積地からの比高約25mである。

全体は230m XlOOm程度で3郭からなる。

中央の主部は方形を呈し、約7,000正を有す

る。その北西隅に館八幡がまつられている。

後背の郭とは幅約10mの直状堀で仕切られ、

内側(主部)には高さ約l.5mの土塁が築か

れていたらしくその一部が西側に残っている。

後背の郭は桟長で主部よりやや狭く、丘陵続

きは釣形の堀で切り、やはり内側に土塁が残

っている。

主部の前面には幅約10mの空堀があり、そ

の下方約15mに平地から約5m高い平場があ

る。面積は約5,000正で、館の一郭と考えら

れる。

館主、沿革とも不明である。館跡の北側に

ある瀬畑部落は東西南北の重要道路の交差点

であり、田中瀬という中世の和賀川の渡し場

にも近い。従ってこうした交通の要所に構え

られた館跡とみられる。

時田館 和賀郡和賀町芦谷地

館跡は和賀川支流尻平川右岸の比高約10m

の段立崖縁にある。主部とすべき大型の一郭

と、谷頭によって舌状に張り出した二部と計

3郭からなる。尻平川流域では最大の複郭形

式の館跡である。

主部は東南にあり、その面積約5,000正で

あり、その西側は南北約100mの空堀と土塁

で仕切られている。沢を隔てた北側は東西2

郭からなり、東部は三角形で西部は長方形で

ある。いずれも約2,000正を有し、幅約6m

の空堀で仕切られている。西部の後背も空堀

で仕切られていたが、今は開田によって埋め

られている。また、西部は北辺を除く3辺に

土塁が築かれており、他の郭との年代差や性

格の差が考えられる。

尻平川流域は鎌倉時代に室対郷と称したが

この一帯は新平や笹間などとともに和賀貴行

の領地であった。それ以降どのように変遷し

たか不明であるが、蒔田館には蒔田某という

地侍が居住したという(「和賀郡誌」)。
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下仙人館 和賀郡和賀町岩沢9地割

現在石羽根ダムと在った和賀川右岸で、滝

ノ川によって形成された舌状台地先端部が館

跡である。標高155m、湖面からの比高は約

20mである。館跡は単郭で東西56m 、南北46

mを有する。丘陵基部は2本の空堀で切られ

ている。内側は長さ約30m、幅約7m、深さ約

2mあり、南側に土橋が設けられている。外側

は10-17m離れており、幅約3m、深さ約0.5

mと小規模である。土塁はこの内側にねずかこ

認められる。また、この堀の北側は意図的に曲

げられ、土塁にも礫の混入が認められる。

以上の遺構の外側にも削平した平坦地や、

塚状の遺構が認められるが、館跡と開通する

がま不明である。郭内からは16世紀代と推定

される染付破片が表採されている。

下仙人には和賀家臣の仙人別当浄念坊と、

妙楽院というものがおり、慶長5年(1600)

の岩崎一揆では和賀忠親に加勢している。館

跡はこの修験山状の離地と推定されている。 「二二二三三

また、100m西側の久那斗神社は天文3年(1534)

勧請の岐神仙人大権現の下宮である。

七折館 和賀郡和賀町岩崎七折

比高約10mの夏油川左岸段立ペソにあり、

56m X48mほどの平地を空堀と土塁で方形に

囲み、東側に帯状の郡部を設けた構造である。

空堀は幅約7m、深さ約2mで、外側に高さ

約0.5mの土塁が設けられている。腰部は約

5m下方にあり、幅約4mほどで夏油川沿い

のみである。

この館跡は「和賀記」に慶長5年(1600)

10月に「岩崎城之西兵庫館と申所に三日破戒

御座、七折と申所之出崎を御普請被仰付御陣

場に破戒」とあり、翌年3月に「城之南西七

折御陣場出来候に付十三日之晩御移遊候由」

とある。また「公国史」に「公(南部信直)

煤孫村寺坂より西(東の誤りが…‥筆者)兵

庫館に陣し、又七折を修覆して陣城とす。時

に伊達政宗か将白石若狭(中略)六原野に出

て小平に陣す」とある。従って、七折館は信

直の陣として構築されたものか、古い館跡を

修築したものがま明らかでない。
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中綿 和賀郡湯田町大字湯田

湯本から沢内に向かう湯本バイパスが右に

大きくカーブするところに中館跡がある。比

高約70m 、標高約300mの丘陵先端部である。

主郭は頂部平坦部であり、地形に即してその

同園に段差の低い平場を2へ3段めぐらして

いる。全体の形は釣形で、その全面積は約2,

000正である。頂部には井戸跡と思われる凹地

もある。

空堀は後背部を画すようにめぐらされ、そ

の末端部は竪堀と化して斜面を下っている。

また、丘陵基部は二重堀で切られ、その後背

に狭い平場を置いて1本、さらに馬背状の尾

根を置いてl本と切られている。西側には意

図的に曲げた空堀の走りも認められる。空堀

の幅は約6m、深さ約3mに達する部分もあ

る。全体的な構造は沢内村の毘沙門館とよく

似ている。

館主は中館左衛門尉と伝わるが、沿革は不

明である。この地方は南北朝時代に和賀行義

の領地であり、このうち「申村田在家半分」

が和賀義光に与えられている。

五条丸館 和賀郡江釣子村下江釣子16地割

五条丸古墳群の西方200mの金ヶ崎段丘縁

辺にある。南は和賀川沖積地、東は五条丸古

墳群の立地する自然堤防を望む。標高72へ74

mで、和賀川沖積地との比高約4.5m、自然

堤防との比高約2mを測る。

郭は東西2郭から在り、西部は東西約70m、

南北約55mを測り、西、北辺に幅7-8m、

高さ約2mの土塁をもち、西土塁の外には幅

約9mの堀跡が認められる。東邦は東西約50

m、南北約65mを測り、東西郭の間に幅約6

mの堀跡が認められる。江釣子秀保氏所蔵絵

図によると、西堀西方に更に一条の堀らしき

ものがあるが、現在は不明。西部の民家の屋

号が館屋敷、東邦の民家の屋号を前館という。

館跡の段丘崖下は湧水地帯であり、古墳群

が分布する如く、古代からの良田地帯であっ

たと考えられている。従って館主不明である

が、多郭形式である点からも古い館跡と推定

される。
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江釣子館 和賀郡江釣子村下江釣子村l馳割

上江釣子十文字の南東の金ヶ崎段丘縁辺に

立地し、南は和賀月I沖積地を望む。比高約5

m、標高約74mである。現状は東西約95m、

南北約50mの単郭で、東・西・北辺には幅約

10へ25m、深さ約3mの堀がめぐらされてい

る。これらのうち東西の堀は自然の沢地形を

利用したものと思われ、土塁は北側に認めら

れる。

部内には江釣子神社・八幡神社宮司・自性

院別当をつとめ、村内で唯一軒江釣子氏を名

のる民家がある。また、永正の頃(1504へ1520)

創建と伝えられる貴徳院(天台宗)がある。

江釣子は和賀氏屈指の重臣で高橋氏とも称し

慶長5年(1600)の岩崎一揆には発頭人の一

人であった。

部外の西堀北には寡婦元年(1225)創建と

伝えられる江釣子八幡があり、その北に正和

元年(1312)銘の石碑がある。さらにこの間

辺は「宿」という地名が残り、北1血の地に

江釣子城と称する遺構消失の館跡がある。

新平館 和賀郡江釣子村新平2地割

l ‾‾こしへし、▲ト

館跡は江釣子村の道の士と横塚との問を南 亨斗

東に延びる村崎野段丘舌状台地先端の北側に

ある。現在田平神社の境内も含まれている。

沖積地からの比高約10m、標高は95m前後

である。遺構は東西約80m、南北約120mの

略方形の空堀とその内側に高さ約Imの土塁

がめぐらされている。その他に外観から知れ

る遺構はをい。

この館跡は昭和31年に発掘調査され(板橋

源『岩手県江釣子村新平追跡発掘概鞍山昭和

35年)、空堀は薬研堀で、中から土師器が発見

された。また、内職から大規模を建物跡が発

見されて、古代の厩と推定され、岩手県の重

要史跡に指定された。古代駅に空堀がめぐる

という例はをいが、 「牧ふくろ」と似ていると

されている。この地は鎌倉時代に和賀氏の祖

義行の三男景行が牧として相続した地域で、

現在でも館跡同辺の台地を「マツコのセバ」

と呼んでいる。遺跡の南東には岩崎上道(岩

崎城と花巻を結ぶ)があり、「山賊街道」とい

う間道もある。

/
.
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昆沙門館 和賀郡沢内村田代

新町の西方田代の毘沙門神社裏山が館跡で

ある。西から東に延びた丘陵が先端部で南北

に広がy主 遺構はその頂都全体に認められる。

全体の規模は南北約120m、東西約70mであ

るが、南東側を欠く方形プランを呈する。頭

部の平場は約2,000証を有し、北側と西側に

は段差の低い帯状の平場が設けられる。こ

の外周全体を幅約6m、深さ約3mの空堀で

囲んでいる。この空堀の延長は南西で丘陵基

部を切り、北東で折邪みを造って竪堀と化し

ている。また、空堀の外側に土塁状の高まり

も認められ、それが数ヶ所跡切れた部分もあ

る。さらに空堀は南斜面にも認められ、丘陵

基部の外側へと延長し、さらに拡張をしよう

とした痕跡のようでもある。

館主は『和賀郡誌』によると、青山下野守

田代冠者義李とあり、毘沙門神社には同氏の

守り本尊が安置されたという。田代部落は館

跡の東南にあたり、田代沢の水を利用した古

い水田地帯が広がっている。田代冠者とはこ

の地の土豪と考えられる。

典膳館 沢内村新町第l地割

別名天神館。前郷部落の西方約300 mの本

内用右岸高位段丘先端の残丘状台地にその跡

がある。標高320m、低位段丘からの比高約

30mである。館跡の規模は南北約280m、東

西の最長部は約180 mで、約25,000正と和賀

用上流域最大である。

構造は南北三部からなり、主部は本内川べ

りの北端にあり、東西約120m、南北約50m

の平坦を三日月形である。この主部と二の郭

は幅約12m、深さ約7 m(内法側)の空堀で隔

てられ、主部側には高さ約2mの土塁が築か

れている。この空堀の走向は弧を描き、東端

では北に釣形に曲げられている。また、本内

用べy)斜面には段差の顕著劉安部と帝都が数

段めぐらされ、極めて大規模を工事が施され

ている。しかし、これらに対して外郭の堀や

土塁は貧弱であり、修築もあまり加えられて

いないようである。

典膳館は伊達政宗家臣片倉小十・郎先祖の出

身地(『沢内風土記』)と伝えられている。

かつてこの郭に天神社がまつられていた。

斗\∴ -上告

∴ :、高享、0
1 __↓_ _葛
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八幡館 和賀郡沢内村太田第3地割

太田部落八幡宮と中の寺(浄円寺)西裏手

の田崎状丘陵部が館跡である。別名八幡山と

呼ばれ、標高347m、下からの高さ約50mで 与

喜田

西から東に延びている。 二宮

館跡の規模は東西約220 m、南北最長で約

120mを有し、実質面績は約15,000証である。

主要部は主部と副郭の東西郭からなり、これ・

らに段差の大きい平坦割安郭を数段とりつけ、

その全体を南部で囲績した構造である。

主部は東邦で、最頂部平場は約1,500証、

次段の腰部はその約2倍の面積を有するご こ

れらに対して西部は東邦を守備する位置にあ

るが、さらに後背丘陵から傭轍される条件の

悪い場所である。そのためか東邦とは3重堀

で隔てられ、内部には家臣の宅地割と思われ

る6段の平場が認められる。丘陵基部にも1

本の空堀とその外側に2段の狭い造成地が認

められる。また、これら館跡全体を国縫する

帯郭は5ヶ所ほどの竪堀で仕切られている。

八幡館は館主・沿革ともに不明であるが、

この地の領主太田氏の館脚にふさわしい。

深沢館 和賀都濃内村太田

太田の北部山中に深沢という谷あり、館跡

はその奥部約1kmの地にある。そこは西から

東に延びた尾根東端部で剛刺ま急峻で、谷

底からの高さ約100mの地である。そのため

頭部の平場は東西約70m、南北約25mである。

しかも、東西端の比高羞約16mあり、実質面

積はさらに狭い。それが12区画ほどの小さな

平場に造成されており、その様は掘立小屋を

l棟づつ配置したかの如くである。館跡後背

の囲別品通路幅ほどの細い尾根筋で高山へと

続くが、この間約130mの間に4ヶ所の堀切

がある。その大規模をものは幅約7m、深さ

約3mといったものである。周囲斜面にも帝

都や腰部といった部分はなく、まさに緊急に

仕立てられた逃城といった館跡である。

深沢館は『岩手県管轄地誌』に太田氏の祖

大田口邦なるものが築造したとある。しかし、

『奥羽永慶軍記』によると、和賀家臣筒井縫

殿助が太田の奥山に城郭を構えたとあり、そ

の可能性が高い。
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御所ノ目館 和賀郡沢内村七内

館跡は七内部落に面する比高約140 mの丘

陵部にある。西と南斜面は急峻であるが、北

および東は他の丘陵地に連続している。

全体の規模は北東から南西に約100m、幅

は最大60mで、実質面積は約5,000誼である。

その構造は頂部から自然傾斜面なりに帯状の

腰部が数段、南東側にめぐらされている。そ

の数は物見台状の最頂部(約80証)とその北側

の平場(約l,500証)を除くと4段である。い

ずれも段差が大きく平坦である。堀跡はこれ

といった所がなく、丘陵基部もどの程度埋れ

ているか不明であり、それが和賀川沖積地側

斜面に幅約2mの南部のように延長している

に過さない。

御所ノ目館とは雫石の御所(斯波氏)が見

えるからと伝える如く眺望のよい地である。

館主は太田民部の長子伊左工門の三男猿橋五

郎と伝えられているが、詳細は不明である。

現在の猿橋の中ノ即ま和賀川右岸であるが、御

所ノ目館の館下集落は館跡に最も近い七内で

あったと推定される。

川舟館 和賀郡沢内村川舟

館跡は和賀川と支流横川が合流する地から

北東約1.5血の丘陵頂部である。この地は北

東から南西に延びた急峻な山地で、標高419

m、平地から約80mの高さである。

館跡の規模は尾根筋に長さ約230m、最大

幅約100mを有するが、実質面積は約6,000

証で、最頂部の平場は50mX20mと狭い。そ

して、南緩斜面を何段にも削平して腰部が設

けられている。しかし、これら平場甚いずれ

も傾斜し、完全ではない。堀も北にのびる道

幅程度の尾根筋を2本で切断しただけである。

また、その尾根北端頂部を物見台状に加工し

ている。ここからは主部からでは見渡せ老い

川舟の北部一帯が広く傭轍できる。

川舟館跡は戦闘に関する伝承を残している

が、館主沿革とも全く不明であり、館跡すら

多くの人に知られていなかった。しかし、立

地条件からすれば、川舟の下村、中村、小坂

を館下集落とし、南方の丸志田まで勢力のあ

った館主の存在が考えられる。

∴∴∴∵・
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(五)胆 江 地 区 概 観

胆江地区とは、水沢市・江刺市・前沢町・金ヶ崎町・胆 平山城や平城を中心に同辺を分割支配していたようであり、

沢町・衣川村を含む。旧都域からみると、胆沢郡・江刺郡 旧来勢力は河東方面の平山城あるいは山城に退いた体勢が

の大半と磐井郡の一部を含む。 当初の姿かと考えられる。

この地方は胆沢扇状地(北上川西岸)と北上山地の西緑 南北朝、室町時代の14世紀前半から16世紀後半になると

部の丘陵地(同東岸)に二大別される。つまり、西に肥沃 鎌倉御家人の在地領主化が明確に在り、また恩賞としての

朝里沢平野を、東に山をみの迫る山塊をもつ自然景観を示 土地領知化が甚しくなって、小領主の分割支配が細分化さ

すことになる。 れてくる。一方では、土豪化したことにより、支配権など

当地方の開発を城館から見ると、それは平安時代初めの をめぐる内紛、他領主との合戦を通じて、在地支配機構が

胆沢城造営をもって初見とすることができる。可能性とし 再編されてきた。その典型が水沢地方における柏山氏の領

では奈良時代の「タテ」の存在も考えられ、また、そのよ 国化であり、一大権勢を築いた。その反面では葛西氏の衰

うな伝承を残す館跡もあるが、現状ではそれを検証できな 微は日を追って増していった。これが室町後期の戦国時代

いし、その事実もか、。 の特徴であり、当地方も日本史的運動の中で連動していた

胆沢城は「方八丁」とも呼ばれるが、 「方八丁」地名を ことは明白である。

残す遺跡が当地方でもいくつか散見する。これらは胆沢城 大正18年(1590)小田原の北条氏が滅亡し、秀吉はこれ

の外には何ら確たる遺構の存租ま証明されていないが、今 に参遵しない奥州の葛西・柏山氏をはじめ諸勢力の「奥州

後も注意すべき遺存地名のひとつである。平安時代後期に 仕置」を開始した。近世江戸時代はもうすぐである。葛西

なると、在庁宮人や布地領主層の拾頓により、安倍氏、清 氏らは領主権を没収され追放されることとをった。

原氏、藤原氏が在地支配の表に現われてくる。奥六郡(胆 しかし、秀吉の奥州政策に反対する葛西旧勢力は、水沢

沢・江刺・利賀・稗貫・志和・岩手)の長安倍氏と国府草 城の松田氏や岩谷堂城の木村氏を攻めるなど、しばらくは

との戦いを託した「陸奥託記」には衣川柵・鳥海柵が戦闘 反乱状態であった。この状態を平定したのが伊達政宗であ

過程で現おれている。これが「前九年の役」である。この ろ。政宗は藩境防備の観点から当地方にはその重臣を多く

戦いの約20年後、今度は清原氏と国府軍との「後三年の役」 配し、またいわゆる要害屋敷等も存在させ、その支配に留

が起った。 「後三年記」には胆沢郡白鳥村、江刺郡豊田城 意した。当地方には留守氏、大町氏、岩城氏、中深川氏等

などが見える。この延長上に藤原清衡を初めとする藤原氏 々の諸氏が配され、以後明治維新までその支配を続けるこ

の支配が出現する。これから推測するに、すでに平安時代 とに在る。

後期には大領主を頂点とする一族、譜l串こよる小領主の各 城館の分布は、河東が山城ないし、残丘の士に立地する

地域支配が居館(城)を中心に実施されていたと考えるこ 形態が多い。河西は胆沢扇状地が水沢・胆沢・一首坂の三

とができる。ただし、 1l-12世紀はあくまで古代的支配で 段丘に区分され、平山城が胆沢段丘の縁辺に、平城が水沢

あった。いずれにせよ、古代末期の当地方は、主要を政治 段丘の平坦面に築城される。また、金ヶ崎町の西奥駒ヶ岳

動向の舞台となっていたのである。 山麓の山裾には山城がある。さらに西方から長く張り出す

文治5年(l189)源頼朝は藤原泰衡を平泉に攻め、藤原 残丘状の段丘に立地するものは、規模の大小を問わず平山

氏は滅んだ、これにより、陸奥は直轄支配地となり、総奉 職に分類した。館は単郭、輪郭式は少なく、連邦式のもの

行として葛西清重が入部してきた。中世的世界の始まりで が多い。ただし、平城になると単郭式の館形態をとる例が

ある。葛西氏は平泉に居館したが、氏の家臣即が当地方に 多くなる。占地形態からみると、北上川流域に集中する山

地頭をどとして派遣されてきた。柏山・江刺氏はこの中に 城と、胆沢段丘沿いに集中する平山城、そして平地に占

あって萬西氏の有力素人である。柏山氏は大本相即こ、江刺 地する平城に大別でき、前者が、水陸交通と軍事的要衝の

氏に岩谷堂にあって、それぞれ在地領主化していき、支配 地にあるのに対し、平城は農耕地の中ノじ、に占地するという

を行った。また、柏山氏の譜代老臣である二田・大内・蜂 館の性格を示唆するものがある。

谷氏も小領主として前沢城・水沢城をどに配置された。一 再述になるが、この地方は仙台領と盛岡領の境界に位置

方では土豪などの旧来勢力も存在しており、両者の確執や しそれが近世初期の城館分布に大きく影響していたといえ

あるいは庇護を求めてその傘下に入るというような動きが よう。

あったと推電できる。一般に鎌倉御者大勢力は河西方面の
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胆沢城(方八丁)水沢市佐倉河字渋田外。

城跡は北目口と胆間口の合流地右岸の水沢段丘士にある。

標高48へ50m前後、一帯は80%が水田地帯。国措定史跡の

古I王城柵跡。

胆沢城は延麿21年(802年)に坂上田村麻呂が造営し、ま

もなく多賀城から「鎮守晴」もここに移された。

城の規模は一辺約670 mの方形で、外周は築垣で区画さ

れる。これが外郭線である㌻外郭線の外側車高5m前後の

天満が、内側に幅3mの区画溝がめぐる。外郭南面中央に

は楼門(重層構造)の南門が配され、ここより)南方へ幅12

mの南大路が延びている。外郭北面中央にも門が配される

が、規模は南門より小さい。外郭東西門は不明だが、この

他に外郭からは東面北櫓、南櫓、両面北櫓、中椿がみつか

っている。いずれも1×l間からlX2間に建て替えられ

る。

るいは正殿前面左右に配される東西脇殿は未確認である。

外郭内には政庁域同辺を中心にして、いくつ升の官衝が

配されている。これまで北方′新帝、北方東宮衝、東方宮衝、

東方高官衝などが発見されている。北方東宮衝は九蔵川右

岸上にあって、この付近を「舟窪」という。二子〉官衝の正

軒ま北橘を有し、舟窪に而して建てられており、官衝が九

蔵用船壁利用による文物を管掌していたことが明らかとを

った。他に井声、総柱倉庫、付属棟が検出され、官衝の構

成要素も判明した。

宮街跡からは大量の土器とともに、漆経文書 木簡など

が発見されている。漆紙文書には、古代の村落、7)状況を語

る兵士歴名簿、具注暦、鎮兵関係のものなどがおる。

胆沢城造営後、胆沢・江刺・磐井の3郡ができるが、上

述の資料とも合わせて、城の仕事は律令体制に親込む村の

整備にあった。

外郭内中央や 垣十一本柱列) れが胆沢城の致 され、その前面 葺建物はこの正 る。政庁を区画 する門の2カ所 や商寄りの一角に方90mの夫 で区画された地域がある。こ 庁域。内部正面には正殿が配 は広場となっている。城の瓦 殿と外郭南門で確認されてい する内郭線では東面門と北面 が発見され、他の西・南門あ ● ● ll ●′ 塑 Il 職 印 友 軍, ;′ ト l 
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水沢城(要害)水沢市字表中蕗

城は水沢段丘の微高地上にあり、いまは市街化し、遺構

のほとんどは破壊されている。城はまた、北に水沢段丘中

央部に形成された谷底平野を望み、段丘崖北緑部に立地す

ることになる。南約Ikmには中位段丘の胆沢段丘が迫る。

城の地勢は、北西方から流入する乙女用(御留用)で城の

北を限り、西は自然地形の低地に面する。城の北、直下を

流れる乙女用は城への物資交通路として利用された。

城の規模は測定できず、一般に200m方形位といわれる

が、 『要害絵図』や『臥牛城実測図』を参考に、現地図上に

復原してみると、東西320m、南北400mの矩形を呈する平

面形となる。城内は本丸、二の丸、南屋敷、三の屋敷の4

区画に分かれ、初期の城の規模は本丸、二の丸だけで、漸

次南、三の屋敷へ拡張していったといわれる。城の同りに

は細則に濠を、内側に土塁が築かれているが、城内各部も

ている。

城主は中世は蜂谷、佐々木、大内の各氏が、末期の天正

18年には溝口外語の家臣松田太郎が入城した。その後伊達

政宗の所領となり、城主に天正19年白石宗実が封ぜられ、

近世水沢の初代城主となった。以後柴田兵部・惣四郎の2

代、石母田大勝と続き、寛永6年伊達(留守)宗利が金ヶ

崎城より移屈して、水沢の礎を築いた。宗利は翌年から町

づくりを開始し、町区の地割りに喰い違い道路を入れ、 20

余町に分画して居宅を定めた。現在の水沢の原形である。

小路は重臣、中下級素臣の居住区、丁は足軽、最下級家

臣の居住区とし、さらに柳町以下の六町をその外周に配し

た。大手小路北側の一画から直径14cmの三巴文の鐙瓦と均

整唐草文の宇瓦が出土している。ここは重臣村岡氏邸宅跡

であった。
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佐野館(タテツパタケ) 水沢市佐倉河宇

宿

胆沢川右岸、水沢段丘の標高57m付近の平I

地にある。東西、南北約90m方形の規模で内需

郭は微高地の畑。四周に10-12mの濠がめぐ

り、今も一段低い水田の窪地とをっている。

単郭式平城。城主は不明だが、 『風土記』に

は大野将監先祖が居住とある。館の南に隣接

する小集落を「宿」という。

下河原内館(商館) 水沢市佐倉河手東館

北山口右岸、水沢段丘の標高50m前後の段

丘崖にある。一帯を東館という。いま公舎が

建って付近の景観は破壊されている。一応全

体の規模は東西200m、南北180m位と解され

るが、遺構は西・東邦からをり、それを濠で.,

画したものだが、いまは埋められ、その痕跡 古
く

を認め得ない。西部が主部で「内館」といい、 ・・・イ

東部を「東館」という。内緒は東西90へ100

m、南北140 mの規模で、北崖部に土塁の一

部が確認できる。西に接して安養寺がある。

中世に下河原氏が、後、羽黒堂氏居城。

築館(塩釜古館) 水沢市字築館

那須川を南に見下す、段丘崖南端部に館

がある。高台は標高60m前後の平坦地、谷

底面との比高差2へ3mある。館は単郭で南

面は崖面利用、東・西・北に水濠をめぐらす。

規模は東西120m 、南北85m、濠の幅約10へ

15mある。部内周縁部に土塁痕跡を僅かこ認

める。北方の地名を西館という。中世後期は

葛西家臣蜂谷氏の居館という。
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書聖館(蝦夷の砦)水滴羽田町字御葦

三叉の尾根を利用した山城。標高125mあり 誹
麓西際に北上川旧河道がせまる。本丸はいま

出羽神社のある一帯と解され、これより尾根

づたいに約130m西にいくと物見郭的平場と

なる。また本丸より北東方へ200mほどいく

とここにも小郡があり、同じく南東方約120

mのところにも小郡がある。西部、南東部に

は中和が祀られてある。城は全体的に4段前

後の狭少を帯郭がめぐり、それに直交する形

で教条の通路用濠がある。南方約800mの地

点に羽黒堂城を望む。館主不明。

羽黒聖域(古館) 水沢市羽田町字八木沢

北上川白河道が大きく西へ蛇行する左岸に

城の裾部があたる。標高74mの本丸を中心に

東西230m、南北400mの規模の連邦式山城。

本丸から北に2段の、南へ1段の郭を設け、

その下部にさらに狭少な帯郭を数段配す。東

側は自然地形利用の小谷で、丘陵基部から画 ゝ.・

される。帯郭の遺存状況は南部周辺で良好に

みられる。北に羽黒堂館を、南に北鵜ノ木館

を望む。戦国時代、城主は羽黒堂氏と伝える。
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黒田助城(館) 水沢市羽田町字門下 三宅圭孝

北上山地は西流するいくつかの小河用で開 二

析されるが、当城も大田代用が裾部を洗う。 i

立地は同用の右岸、急峻を自然地形を利用しi

ている。標高102m、輪郭式山城。北から延

びる丘陵基部は空濠で画し、その規模は東西 身

160m,南北270mある。頂上40×25mの平場 そ

○こさ

が本丸で、下に向って3-4段の帯郭を配す。 ・“

土塁はみられない。室町時代後期の城主は菊

池氏という。近くを東西南北に古道が通り交

通の要衝にある。

上姉体城(館) 水沢市姉体町字寺の西 .

北口‖右岸の平坦地にある。ロー一帯は北上川 ㍍

旧河道が削り残した微高地束緑部で、標高35

へ36mのところである。館は東西65m、南北

110mの単郭式。周囲に水濠を幅10mの規模

でめぐらし、南面を除く三両には高さ2へ3

mの土塁がつくられている。部内はさらに中

央付近から北が一段高い構造である。北約60

mに菅原神社が、さらにその北方140mのと

ころに慈眼寺がある。城主は天正頃まで柏山

氏家臣千田豊後であったと伝える。

子ヽこ∴一

二三夫:言-やし、r∵ \
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中野城(館) 水沢市真賊子館

標高37へ38m。東西110m、南北120mの複

郭式平城。北部は--一段低い南北約40mの規模

で東・西・北面に高さl.5m、幅3へ4mの

土塁。南部は一段高い畑地で、四囲に高さ

1・5へ2m、幅2-3mの土塁。なお、両辺 毒

部の土塁は高さ3m位ある。演痕跡は北・南

部を東西に画する土塁に沿い、田辺部で僅か

に認められる。城主は柏山索臣の千田与左衝

門と伝える。

内館(下姉休職・本丸) 水沢市姉体町字

天神林

大深派出を西と南の自然濠に利用。その北

岸上の微高地に立地する。標高は32m前後。

館は内館、松川館、西館、道場館の四部から

をり、全体規模は東西200m、南北160mある。

このうち内館が主部をなすと解され、その規

模は東西65m、南北70mあり、周辺より一段高

い構えである。南面を除く三両に高さl.5へ

2m、幅4-5mの土塁がめぐり、さらにそ

の外に幅5mの水濠がめぐる。その一帯を

「宿」という。城主は葛西家臣の大内源次郎

と伝える。

詐ここ==

青藤城(古館) 江刺市玉里大硲滑 石“

玉里地区の中央、青篠の集落にあり、市立

東中学校の南隣である。地元民は館ケ森とも

呼んでいる。南方にのびる丘陵端部に立地し

東西は急崖を毒す。丘陵の中腹の北西から南

方にねたって空堀がうかたれている。頂部の

平坦面は東西30mX南北80mの規模であり、

主部と思れれる。その南方下位に2段の平坦

面があり、腰部的なものと思おれる。

「仙台領古城書上」には、東西20聞×南北60

問と見え、菊池有馬丞を城主としている。こ

の人物は江刺兵庫守の家老と伝えられている。

ちなみに、江刺郡内に散在する菊池氏は、

九州菊池氏の分流を名のっており、葛西氏を

頼って江刺郡に来任し、江刺氏の臣として角

掛郷の青篠城に居住したと伝えられている。

天正15年(1587)には、青篠城主菊池右近

恒邦と、その子の太田代伊予が主音の江刺三

河守を諌言したため、伊予は討たれ、右近も

難を避けて江刺郡を脱走したといわれている。
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